
今年も盛大に開催
　4月5日（日）、「城山公園祭」が開催
され、たくさんの人でにぎわいました。
（関連記事：28ページ）



●
菊
桃
が
満
開
に

　

四
月
中
旬
、国
塩
哲
良
さ
ん（
神
田
）の
畑

で
菊
桃
が
満
開
に
な
り
ま
し
た
。

　

桃
の
一
品
種
で
、名
前
は
花
弁
が
細
長
く
菊

に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。江
戸
時

代
に
中
国
北
部
よ
り
渡
来
し
観
賞
用
に
改
良

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
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広報あかいわ
No.50（平成21年5月1日）

赤磐市の人口（4月1日現在）
　●人口…45,187人（−104）
　●男…21,604人（−44）　●女…23,583人（−60）
　●世帯数…16,627世帯（＋ 4）

（　）内は3月1日との差

2 入園・入学おめでとう

4
赤磐市長選挙・
赤磐市議会議員一般選挙結果

5
4月6日から申請受付開始
～定額給付金・子育て応援特別手当～

6
広報あかいわで見る
赤磐市50月ダイジェスト

8 市職員給与および定員管理の状況

10 市役所の人事

12 公民館へ行こう

14 ズームアップ図書館

15

わたしのあなたの健康㊾
「受動喫煙を防止しよう
　～5月31日は世界禁煙デー～」

暮らしのカレンダー

18 スポーツトピックス

19
人権コラム㉙

「基本的人権について考えましょう」

20
情報BOX

「育児相談」ほか

26
読者のページ「川柳」ほか
栄養委員の一口メモ「サキサキサラダ」

28
桜と祭りを満喫
～第22回城山公園祭～

29
まちのわだい

「100歳おめでとう」ほか

32 ふるさと探訪㊾「陶棺」

CONTENTS

　
赤
磐
の
風
景
も
春
の
装
い
に
衣
替

え
を
す
る
四
月
、市
内
の
保
育
園
、幼

稚
園
、小
学
校
、中
学
校
で
入
園
、入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
柔
ら
か
な
日
差
し
に
照
ら
さ
れ

て
、た
く
さ
ん
の
新
入
園
児・児
童・生

徒
が
大
き
な
期
待
と
少
し
の
不
安
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
園・学
校
に
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
が
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
明
る
く
た
く
ま
し
く
育
つ
こ
と

に
家
族
は
想
い
を
は
せ
な
が
ら
式
に

臨
み
ま
し
た
。

▲黒本保育園▲高陽幼稚園

▲いわなし幼稚園



広報あかいわ（平成21年5月号）3

●平成21年度保育園園児数（平成21年4月1日現在）
園　　　　　名 所　在　地 定員

山 陽 桜 保 育 園 山 陽 ４ 丁 目 120
山 陽 い ろ は 保 育 園 下 市 90
山 陽 国 分 寺 保 育 園 穂 崎 60
さ ん こ う 保 育 園 西 中 90
あ す な ろ 保 育 園 桜が丘西３丁目 150
清 風 い ろ は 保 育 園 桜が丘西６丁目 90
桜が丘地域保育センター 桜が丘西８丁目 90
石 相 保 育 園 町 苅 田 90
軽 部 保 育 園 今 井 45
笹 岡 保 育 園 坂 辺 45
さ く ら が 丘 保 育 園 桜が丘東６丁目 120
と よ た 保 育 園 松 木 90
さ く ら ん ぼ 保 育 園 桜が丘東２丁目 60
周 匝 保 育 園 周 匝 40
黒 本 保 育 園 黒 本 40
佐 伯 北 保 育 園 塩 木 40
仁 美 保 育 園 仁 堀 中 30

平成21年４月１日現在入園者数 １，１68人

●平成21年度赤磐市立幼稚園園児数（平成21年4月10日現在）
園　　　　　名 所　在　地 園児数

高 陽 幼 稚 園 高 屋 35
西 山 幼 稚 園 西 中 10
山 陽 西 幼 稚 園 山 陽 3 丁 目 44
ひ か り 幼 稚 園 桜が丘西３丁目 67
山 陽 北 幼 稚 園 桜が丘西９丁目 88
い わ な し 幼 稚 園 沢 原 29
桜 が 丘 幼 稚 園 桜が丘東６丁目 46

計 319

●平成21年度赤磐市立小学校児童数（平成21年4月8日現在）
学　　校　　名 所　在　地 新1年生 全校生

山 陽 小 学 校 上 市 85 435
山 陽 西 小 学 校 山 陽 ３ 丁 目 55 375
山 陽 東 小 学 校 桜が丘西３丁目 63 335
山 陽 北 小 学 校 桜が丘西８丁目 89 464
石 相 小 学 校 町 苅 田 27 130
軽 部 小 学 校 今 井 11 73
笹 岡 小 学 校 惣 分 6 42
豊 田 小 学 校 松 木 16 122
磐 梨 小 学 校 沢 原 16 112
桜 が 丘 小 学 校 桜が丘東６丁目 61 345
城 南 小 学 校 黒 本 29 146
仁 美 小 学 校 仁 堀 中 6 46

計 464 2,625

●平成21年度赤磐市立中学校生徒数（平成21年4月9日現在）
学　　校　　名 所　在　地 新1年生 全校生

高 陽 中 学 校 上 市 126 373
桜 が 丘 中 学 校 桜が丘西5丁目 180 503
赤 坂 中 学 校 町 苅 田 38 122
磐 梨 中 学 校 沢 原 54 171
吉 井 中 学 校 周 匝 42 133

計 440 1,302

未来にはばたけ赤磐の子

  入園・入学おめでとう!!

▲石相小学校

▲磐梨小学校 ▲山陽東小学校

▲磐梨中学校

▲桜が丘中学校▲赤坂中学校



▲当選証書を受け取る井上稔朗新市長
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三
月
三
十
日
（
月
）、三
月

二
十
九
日（
日
）に
執
行
さ
れ
た
赤

磐
市
長
選
挙・赤
磐
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
で
当
選
し
た
市
長
と
議

員
に
、当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
選
証
書
付
与
式
は
赤
磐
市

役
所
で
行
わ
れ
、赤
磐
市
選
挙

管
理
委
員
会
の
岸
本
文
雄
委
員

長
か
ら
一
人
一
人
に
当
選
証
書

が
手
渡
さ
れ
る
と
、市
長
と
議
員

二
十
二
人
は
そ
の
責
任
の
重
大
さ

に
改
め
て
身
を
引
き
締
め
て
い
ま

し
た
。

市議選開票結果 

氏　　　名 得票数
当選 松 田 　  勲 1,724
当選 小 倉 　  愽 1,684.347
当選 治 德 　 義 明 1,567
当選 山 下 　 浩 史 1,417.134
当選 原 田 　 素 代 1,388
当選 金 谷 　 文 則 1,364
当選 森 川 　 勧 治 1,195
当選 樅 野 　 志 郎 1,118
当選 山 田 　 秀 士 1,103
当選 佐 藤 　 武 文 1,084
当選 北 川 　 勝 義 1,059
当選 福 木 　 京 子 1,025
当選 海 野 　 雅 之 991
当選 行 本 　 恭 庸 877
当選 下 山 　 哲 司 868
当選 實 盛 　 祥 五 865
当選 小田　百合子 861
当選 川 澄 　 章 子 831
当選 岡 㟢 　 達 義 802
当選 大 口 　 浩 志 647.518
当選 小 引 　 美 次 646
当選 川 手 　 辰 夫 594

岡 田 　 和 美 202
谷 　 　 珠 男 82
森 景 　 弘 文 50

有 効 投 票 数 24,045
無 効 投 票 数 438
投 票 総 数 24,483
持 ち 帰 り 票 数 0
投 票 者 総 数 24,483

有 権 者 数 36,198人
投 票 者 数 　　24,483人
投  票  率 67.64㌫

市長選開票結果 

氏　　　名 得票数
当選 井 上 　 稔 朗 14,024

荒 嶋 　 龍 一 10,035

有 効 投 票 数 24,059
無 効 投 票 数 427
投 票 総 数 24,486
持 ち 帰 り 票 数 0
投 票 者 総 数 24,486

有 権 者 数 36,198人
投 票 者 数 　　24,486人
投  票  率 67.64㌫

市
長
・
市
議
会
議
員
二
十
二
人
が
決
ま
り
ま
し
た

市
長
・
市
議
選
挙
結
果
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　赤磐市では、４月６日から、定額給付金・子育て応援特別手当の申請を受け付けています。各世帯の世帯主
に郵送した申請書により、１０月６日（火）までに申請手続きを行ってください。

　申請書に給付金または特別手当の受取金融機関口座など必要事項を記入し、通帳の写しなど必要な添付書
類といっしょに返信用封筒に入れて返送してください。郵送による提出が困難な場合は、免許証など本人確認
ができるものをお持ちになり、下記の担当窓口で申請してください。

　支給時期は、申請書の受け付け後、支給決定兼振込通知書により通知します。なお、申請が集中する時期は、
申請受け付けから口座振り込みまで１カ月程度かかる場合があります。また、金融機関の口座をお持ちでない
人に限り、窓口で現金支給を行いますが、支給時期は口座振り込みに比べ遅くなりますのでご了承ください。

≪定額給付金≫
○『支給対象者』は、平成２１年２月１日（基準日）現在で、赤磐市の住民基本台帳に記録されている人、および

赤磐市の外国人登録原票に登録されている人（不法滞在者および短期滞在者を除く）が対象です。
○『支給金額』は、支給対象者１人につき１万２千円です。ただし、基準日に６５歳以上および１８歳以下の人は

２万円です。

≪子育て応援特別手当≫
○『支給対象者』は、平成１４年４月２日から平成１７年４月１日生まれまでの、第２子以降（※１）の子どもがい

る世帯の世帯主であって、平成２１年２月１日（基準日）現在で、赤磐市の住民基本台帳に記録されている人、
および赤磐市の外国人登録原票に登録されている人（不法滞在者および短期滞在者を除く）が対象です。

　※１…第２子以降の判定については、平成２年４月２日生まれ以降の子を基礎とします。
○『支給金額』は、第２子以降の平成１４年４月２日から平成１７年４月１日生まれの子ども１人当たり３万６千円

です。

◎振り込め詐欺にご注意ください！
　市などが定額給付金・子育て応援特別手当の手続きに関する手数料の支払いや振り込みを求めたり、
ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いしたりすることは絶対にありません。不審な電話などがあっ
た場合は、すぐに市の窓口または警察署に連絡してください。

4 月 6 日 か ら 申 請 受 付 開 始

定額給付金・子育て応援特別手当

▪申請方法

▪支給時期

▪対象要件等

≪定額給付金≫
　定額給付金担当窓口（本庁１階第1会議室）
　▶受付時間／午前９時～午後５時（平日のみ）
　▶電　　話／955-1282（直通）
　　　　　　　955-1111（代表）

≪子育て応援特別手当≫
　本庁社会福祉課子育て支援係
　▶受付時間／午前９時～午後５時（平日のみ）
　▶電　　話／955-1115（直通）
　　　　　　　955-1111（代表）

▪問い合わせ先



広
報
あ
か
い
わ
で
見
る

赤
磐
市
五
十
月
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　
　
　
　
　
市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
五
十
号

広報あかいわ（平成21年5月号） 6

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
号
を
創
刊
号

と
し
て
発
行
し
て
以
来
四
年
余
り
、市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋

と
し
て
、そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

「
広
報
あ
か
い
わ
」が
、こ
の
五
月
号
で

五
十
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
紙
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政

を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
、理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
発
行
し
て
い
ま
す

が
、紙
面
を
見
て
い
く
と
こ
の
四
年
と

い
う
短
い
間
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
や
市
の
方
針
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、五
十
号
の
発
行
を
記

念
し
て
、「
広
報
あ
か
い
わ
」に
よ
り
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、広
報
紙
を
振

り
返
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
紹

介
し
ま
す
。

　
十
号
ま
で
の
主
な
記
事

「
赤
磐
市
誕
生
の
一
日
」新
た
な
一
歩
と
な
る

赤
磐
市
の
平
成
十
七
年
三
月
七
日
の
一
日
を

写
真
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。赤
磐
市
と

し
て
の
歴
史
を
刻
み
始
め
ま
し
た
。（
創
刊
号

／
四
月
一
日
号
）

「
市
長・市
議
会
議
員
二
十
六
人
が
決
ま
り
ま

し
た
」四
町
合
併
に
伴
う
赤
磐
市
長・市
議
選

の
結
果
の
お
知
ら
せ
。（
二
号
／
五
月
一
日
号
）

「
は
じ
め
て
の
赤
磐
市
議
会
開
催
」市
議
会
臨

時
会
で
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
三

号
／
六
月
一
日
号
）

「
平
成
十
七
年
度
予
算
」平
成
十
七
年
度
の
当

初
予
算
が
六
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。赤
磐
市
と
し
て
の
各
種
事
業
が
本
格
的

に
動
き
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
五
号

／
八
月
一
日
号
）

「
発
展
と
一
体
感
を
願
い
、決
意
新
た
に
」合

併
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、市
章

も
決
ま
り
ま
し
た
。（
六
号
／
九
月
一
日
号
）

「
赤
磐
の
大
地
に
育
ま
れ
た
仲
間
た
ち
」赤
磐

市
の
農
産
物
や
特
産
品
な
ど
を
八
ペ
ー
ジ
に

わ
た
り
紹
介
。（
八
号
／
十
一
月
一
日
号
）

「
振
り
返
る
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体　

輝

い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」九
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
行
わ
れ
た
国
体・障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
。三
カ
月
に
及
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
感
動
が

あ
り
ま
し
た
。（
九
号
／
十
二
月
一
日
号
）

50号
記念
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二
十
号
ま
で
の
主
な
記
事

「
平
成
十
六
年
度
決
算
報
告
」旧
四
町
の
決

算
と
赤
磐
市
と
し
て
の
一
カ
月
足
ら
ず
の
決

算
を
合
算
し
た
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

（
十
一
号
／
二
月
一
日
号
）

「
赤
磐
市
市
制
施
行
一
周
年
記
念
」市
制
施

行
一
周
年
を
記
念
し
て「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」、

「
地
域
に
エ
ー
ル
―
い
き
い
き
赤
磐
」が
行
わ

れ
、ど
ち
ら
も
市
内
外
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。（
十
四
号
／
五
月
一
日

号
）

「
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」の
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
を
こ
の
号
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。（
十
四

号
／
五
月
一
日
号
）

「
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」市
制
施
行
一

周
年
を
記
念
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
が
開
か
れ
、市
内
の
中
学
校
バ
レ
ー
部
が

元
五
輪
日
本
代
表
の
大
林
素
子
さ
ん
な
ど
か

ら
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
十
五
号
／

六
月
一
日
号
）

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
を
」高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
高
齢
者

福
祉
計
画・介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。（
十
五
号
／
六
月
一
日
号
）

「
赤
磐
市
自
治
連
合
会
発
足
」合
併
を
機
に
さ

ら
に
連
携
と
協
調
を
図
り
、市
政
の
発
展
と

良
好
な
地
域
社
会
の
維
持・形
成
に
寄
与
す
る

た
め
自
治
連
合
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。（
十
六

号
／
七
月
一
日
号
）

「
防
犯
力
」近
年
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、子
ど
も
、自
分
、地
域
を

守
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
特
集
。（
十
七
号
／
八

月
一
日
号
）

「
赤
磐
市
花
火
大
会
」赤
磐
市
と
し
て
初
め
て

と
な
る
花
火
大
会
が
開
か
れ
、約
二
万
人
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。（
十
八
号
／
九
月
一
日

号
）

「
環
境
に
優
し
い
車
社
会
の
実
現
を
」パ
ー
ク

＆
バ
ス
ラ
イ
ド
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、利
用
者

が
う
な
ぎ
上
り
に
増
え
ま
し
た
。（
十
九
号
／

十
月
一
日
号
）

「
幼
稚
園
、小
・
中
学
校
に
学
校
選
択
制
を
導

入
」平
成
十
九
年
度
四
月
か
ら
学
校
選
択
制

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
十
九

号
／
十
月
一
日
号
）

「
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
目
指
し
て
」自
然

と
共
生
し
た
快
適
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
山
陽
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。（
二
十
号
／
十
一
月
一
日
号
）

　
三
十
号
ま
で
の
主
な
記
事

「
特
集
・
ま
ち
づ
く
り
元
年
」平
成
十
八
年
度

を
合
併
元
年
と
位
置
づ
け
、さ
ら
に
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
い
く
よ
う
に
と

赤
磐
市
の
現
状
を
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

証
。（
二
十
一
号
／
十
二
月
一
日
号
）

「
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」の
ペ
ー
ジ
の
文
字
サ
イ
ズ
を

こ
の
号
か
ら
こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
く
し
ま
し

た
。（
二
十
一
号
／
十
二
月
一
日
号
）

「
特
集
図
書
館
建
設
」平
成
二
十
年
度
オ
ー
プ

ン
目
指
し
、新
中
央
図
書
館
の
基
本
設
計
の

概
要
を
紹
介
。（
二
十
三
号
／
二
月
一
日
号
）

「
赤
磐
市
消
防
本
部
発
足
」瀬
戸
町
の
岡
山
市

編
入
合
併
に
伴
い
、赤
磐
市
消
防
本
部
が
発

足
し
ま
し
た
。（
二
十
四
号
／
三
月
一
日
号
）

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
。（
二
十
五
号
／
四

月
一
日
号
）

「
ワ
ー
ス
ト
一
位
は
二
年
連
続
赤
磐
市
」交
通

危
険
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
赤
磐
市
が
二
年
連
続

ワ
ー
ス
ト
一
位
と
い
う
記
録
を
残
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。（
二
十
七
号
／
六
月
一
日
号
）

「
特
集
や
っ
ぱ
り
元
気
が
一
番
」子
ど
も
の
体

力
低
下
に
焦
点
を
あ
て
、三
十
年
前
と
の
比

較
、要
因
、市
や
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

特
集
。（
二
十
九
号
／
八
月
一
日
号
）

　
四
十
号
ま
で
の
主
な
記
事

「
赤
磐
市
に
ラ
ジ
オ
体
操
が
や
っ
て
き
た
」

ラ
ジ
オ
体
操
が
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
か
れ
、

約
二
千
人
が
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

（
三
十
一
号
／
十
月
一
日
号
）

「
特
集
子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く
！
も
っ
と

豊
か
に
！
」子
育
て
に
焦
点
を
あ
て
、少
子
化

の
現
状
、ア
ン
ケ
ー
ト
、さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の

紹
介
、読
者
の
体
験
談
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
子
育
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

（
三
十
二
号
／
十
一
月
一
日
号
）

「
赤
磐
の
未
来
に
つ
な
が
る
ま
な
び
ピ
ア
」

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子
を
紹
介
。

（
三
十
三
号
／
十
二
月
一
日
号
）

「
赤
磐
市
民
バ
ス
が
ス
タ
ー
ト
」従
来
の
制
度

や
路
線
を
再
編
し
、「
市
民
バ
ス
」と
し
て
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。（
三
十
八
号
／
五
月
一

日
号
）

「
新
中
央
図
書
館
完
成
」地
域
の
文
化
と
情
報

の
拠
点
と
し
て
の
役
目
を
担
う
新
中
央
図
書

館
が
完
成
し
、し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
三
十
九
号
／
六
月
一
日
号
）

「
乗
っ
て
み
よ
う
市
民
バ
ス
」四
月
に
運
行
開

始
と
な
っ
た「
市
民
バ
ス
」の
利
用
状
況
や
そ

れ
ぞ
れ
の
路
線
の
特
徴
を
紹
介
。（
四
十
号
／

七
月
一
日
号
）

「
新
中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン
」平
成
二
十
年
六

月
六
日
に
新
中
央
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。ま
た
愛
称
は「
き
ら
り
プ
ラ
ザ
」に
決
定

し
ま
し
た
。（
四
十
号
／
七
月
一
日
号
）

　
五
十
号
ま
で
の
主
な
記
事

「
特
集
い
ま
防
災
対
策
」
万
が
一
の
と
き

に
対
処
で
き
る
よ
う
防
災
に
つ
い
て
特
集
。

（
四
十
二
号
／
九
月
一
日
号
）

「
赤
磐
市
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」五
月
に
発
足
し

た
赤
磐
市
観
光
協
会
が
企
画
し
た
バ
ス
ツ
ア

ー
を
紹
介
。（
四
十
三
号
／
十
月
一
日
号
）

「
特
集
心
に
マ
ナ
ー
を
そ
し
て
住
み
よ
い
赤
磐

市
へ
」赤
磐
市
が
よ
り
良
い
ま
ち
に
な
る
こ
と

目
指
し
、マ
ナ
ー
に
つ
い
て
特
集
。（
四
十
四
号

／
十
一
月
一
日
号
）

「
特
集
み
ん
な
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
」障
害

者
の
た
め
の
各
種
制
度
や
施
設
を
紹
介
し
ま

し
た
。（
四
十
五
号
／
十
二
月
一
日
号
）

「
市
長
選・市
議
選
結
果
」平
成
二
十
一
年
三
月

二
十
九
日
に
執
行
さ
れ
た
選
挙
結
果
を
掲
載

し
ま
し
た
。（
五
十
号
／
今
月
号
）



1.人件費の状況（平成19年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

〈参考〉
平成18年度の

人件費率

（平成19年度末）

45,111人
千円

17,755,222
千円

4,048,144 22.8㌫ 20.6㌫

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料等が含まれています。

2.職員給与費の状況（平成19年度普通会計決算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費

（B/A）給　料 職員手当
（期末・勤勉除）

期末･勤勉
手当 計（B）

484人 千円
1,791,871

千円

271,068
千円

748,260
千円

2,811,199
千円

5,808

※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。

3.職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成20年4月1日現在）

区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
赤磐市 328,307円 43.5歳

国 325,113円 41.1歳

4.職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）

区　　　分 赤磐市 国

一般行政職
大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成20年4月1日現在）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 248,333円 293,775円 333,077円

高校卒 209,100円 252,800円 297,433円

6.一般行政職の給与水準の状況（平成20年4月1日現在）

ラスパイレス指数 93.7

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
　公務員の給与水準を示す指数です。

7.一般行政職の職務分類別職員数の状況（平成20年4月1日現在）

主な職務内容 主事補 主　事 係　長 主　幹

行政職給料表
（一） 1級 2級 3級 4級

職員数 15人 22人 125人 41人

構成比 5.3㌫ 7.8㌫ 44.3㌫ 14.6㌫

主な職務内容 課長補佐 課　長 部　長
計行政職給料表

（一） 5級 6級 7級

職員数 26人 42人 11人 282人

構成比 9.2㌫ 14.9㌫ 3.9㌫ 100.0㌫

8.職員手当

①期末･勤勉手当（平成20年4月1日現在）

支　　　給　　　割　　　合

区　　　分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.40月分 0.75月分

12月期 1.60月分 0.75月分

計 3.00月分 1.50月分

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 有

②時間外勤務手当（平成19年度決算）

支 　 　 給 　 　 総 　 　 額 69,027千円

職員１人当たり平均支給年額 170千円

③退職手当（平成20年4月１日現在）

区　　　分 自己都合 勧奨･定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

１人当たり平均支給額（平成19年度） 18,402千円

定員管理の状況

広報あかいわ（平成21年5月号） 8

　市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決算書で公表していますが､市民
のみなさんに､より一層のご理解をいただくため､その状況についてお知らせします。



市職員給与
④特殊勤務手当（平成20年4月1日現在）

区　　　　　　分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成19年度） 20.7㌫

支給対象職員１人当たり平均支給年額
（平成19年度決算） 212千円

手当の種類（手当数） 10

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務

防疫等作業手当 防疫作業従事職員 感染症の防疫業務

ごみ処理手当 ごみ処理作業
従事職員 ごみの処理業務

下水処理手当 下水処理作業
従事職員 下水の処理業務

放射線業務手当 診療エックス線技師 放射線を
照射する業務

医師業務手当 医　　師 医師の業務

検査業務手当 臨床検査技師 検査の業務

夜間看護業務
手当 看護師・准看護師 深夜の看護等の

業務

出動手当 消防職員 救急救助、火災等
への出動業務

夜間通信勤務
手当 消防職員 夜間の通信業務

高所作業手当 消防職員 高所での訓練、
消防活動業務

⑤その他（平成20年4月1日現在）

扶養手当

区　　分 月　　額

配偶者 13,000円

配偶者以外の
扶養者

6,500円､
11,000円

満16歳の年度
初めから満22歳の
年度末までの子

5,000円加算
／１人につき

住居手当 持ち家（新築･購入等から5年）､借家など
の区分により月額2,500円～27,000円

通勤手当

交通機関
利用職員

定期代の月額
（支給単位期間に基づく）

支給限度月額55,000円

交通用具
利用職員

通勤距離区分により支給
月額2,400円～24,500円

9.特別職の報酬などの状況（平成20年4月1日現在）

区　　分 給料・報酬月額
※期末手当支給割合

6月期 12月期 計

給　

料

市　長 801,000円
（890,000円） 1.6

月分
1.75
月分

3.35
月分

副市長 679,000円
（700,000円）

報　
　

酬

議　長 455,000円
1.6

月分 1.75月分 3.35
月分副議長 380,000円

議　員 350,000円

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を議長､副議長、
　議員の場合、115/100を乗じて得た割合となります｡
※給料の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

10.定員〔部門別職員数〕の状況（各年4月1日現在）

区　　分
職員数（人）

対前年
増減数 主な増減理由平成

20年
平成
19年

一　

般　

行　

政

議　会 5 5

総　務 89 88 1 組織･機構の見直し

税　務 23 24 △1 事務の統廃合・縮小

民　生 65 65

衛　生 46 44 2 組織･機構の見直し

労　働

農　水 25 26 △1 事務の統廃合・縮小

商　工 2 2

土　木 25 27 △2 欠員不補充

小　計 280 281 △1

教　　　育 120 124 △4 退職者不補充

消　　　防 79 80 △1 欠員不補充

公
営
企
業
等

病　院 41 38 3 事業移管に伴う
事業増

水　道 16 19 △3 組織･機構の見直し

下水道 18 25 △7 浄化センター廃止に
伴う業務減

その他 26 28 △2 事業移管に伴う
事業減

小　計 101 110 △9

合　　　計 580 595 △15
※職員とは､一般職の職員をいい、休職者･派遣職員を含み臨時･非常勤 
　職員を除きます。
※職種などの計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる場合が
　あります。

および
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赤
磐
市
で
は
、退
職
や
併
任
の

解
除（
三
月
三
十
一
日
付
け
）お
よ

び
職
員
の
異
動（
四
月
一
日
付
け
）

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

全
体
で
百
九
十
八
人
と
多
数

に
及
ぶ
た
め
異
動
に
つ
い
て
は
課

長
級
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。

 

四
月
一
日
付
け

　
　
　
　
　
　（
　
）内
は
旧
任

●
異
動〔
部
長
級
〕

◇
宇
野　

泰
臣
／
総
務
部
部
長

（
上
下
水
道
部
部
長
）

◇
塩
見　

祐
一
／
上
下
水
道
部
部

長（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
課

長
事
務
取
扱
）

◇
平
尾　

博
文
／
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
課
長
事
務
取
扱（
企

画
財
政
部
財
政
課
課
長
）

◇
田
中　

泰
／
赤
坂
支
所
支
所

長
兼
赤
坂
支
所
上
下
水
道
課

課
長
事
務
取
扱（
赤
坂
支
所
市

民
生
活
課
課
長
）

◇
武
本　

修
／
熊
山
支
所
支
所

長
兼
熊
山
支
所
上
下
水
道
課

課
長
事
務
取
扱（
熊
山
支
所
産

業
建
設
課
課
長
）

◇
坂
本　

操
／
吉
井
支
所
支
所

長
兼
吉
井
支
所
上
下
水
道
課

課
長
事
務
取
扱（
総
務
部
部

長
）

●
異
動〔
課
長
級
〕

◇
新
本　

和
代
／
総
務
部
秘
書

課
課
長
兼
総
務
部
秘
書
課
秘

書
係
係
長
事
務
取
扱（
総
務
部

秘
書
課
主
幹
兼
総
務
部
秘
書

課
秘
書
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
藤
井　

清
人
／
総
務
部
総
務

課
付
参
事
備
前
広
域
環
境
施

設
組
合
へ
派
遣（
市
民
生
活
部

環
境
課
課
長
兼
備
前
広
域
環

境
施
設
組
合
）

◇
石
原　

亨
／
企
画
財
政
部
財

政
課
課
長（
吉
井
支
所
市
民
生

活
課
課
長
兼
吉
井
支
所
仁
堀

出
張
所
所
長
兼
吉
井
支
所
市

民
生
活
課
環
境
係
係
長
事
務

取
扱
）

◇
富
山　

義
昭
／
市
民
生
活
部

環
境
課
課
長（
教
育
委
員
会
熊

山
公
民
館
館
長
兼
教
育
委
員

会
熊
山
図
書
館
館
長
兼
教
育

委
員
会
熊
山
分
室
分
室
長
）

◇
山
田　

長
俊
／
産
業
建
設
部

産
業
振
興
課
課
長
兼
産
業
建

設
部
産
業
会
館
館
長
兼
産
業

建
設
部
産
業
振
興
課
商
工
観

光
係
係
長
事
務
取
扱（
産
業
建

設
部
産
業
振
興
課
課
長
兼
産

業
建
設
部
産
業
会
館
館
長
）

◇
森　

章
／
赤
坂
支
所
市
民
生

活
課
課
長
兼
赤
坂
環
境
セ
ン
タ

ー
所
長（
赤
坂
支
所
健
康
福
祉

課
課
長
兼
赤
坂
支
所
健
康
福

祉
課
保
健
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
梶
尾　

晶
／
赤
坂
支
所
健
康

福
祉
課
課
長（
赤
坂
支
所
市
民

生
活
課
課
長
補
佐
兼
赤
坂
支

所
市
民
生
活
課
環
境
係
係
長

事
務
取
扱
）

◇
小
林　

一
恵
／
赤
坂
支
所
軽
部

保
育
園
園
長（
教
育
委
員
会
山

市
立
赤
磐
市
民
病
院
事
務
局

庶
務
係
係
長
事
務
取
扱（
熊
山

支
所
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐

兼
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
福

祉
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
岡
本　

克
巳
／
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
課
長
兼
教
育
委

員
会
適
応
指
導
教
室
室
長（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
課
長

補
佐
兼
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
学
校
教
育
係
係
長
事
務

取
扱
）

◇
安
井　

知
佐
子
／
教
育
委
員

会
高
陽
幼
稚
園
園
長
兼
教
育

委
員
会
高
月
幼
稚
園
園
長
兼

教
育
委
員
会
西
山
幼
稚
園
園
長

（
教
育
委
員
会
西
山
幼
稚
園

園
長
）

◇
桑
田　

篤
子
／
教
育
委
員
会

山
陽
西
幼
稚
園
園
長（
教
育
委

員
会
高
陽
幼
稚
園
園
長
）

◇
松
本　

緑
／
教
育
委
員
会
い
わ

な
し
幼
稚
園
園
長（
吉
井
支
所

佐
伯
北
保
育
園
園
長
）

◇
小
坂　

俊
吾
／
教
育
委
員
会

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
教
育
委
員
会
中
央
公
民
館

館
長
）

◇
小
林　

利
夫
／
教
育
委
員
会

中
央
公
民
館
館
長（
赤
坂
支
所

産
業
建
設
課
課
長
補
佐
兼
赤

坂
支
所
産
業
建
設
課
産
業
振

興
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
藤
原　

輝
之
／
教
育
委
員
会

陽
西
幼
稚
園
園
長
）

◇
杉
本　

進
／
熊
山
支
所
産
業

建
設
課
課
長（
市
民
生
活
部
環

境
課
課
長
補
佐
兼
市
民
生
活

部
環
境
課
環
境
保
全
係
係
長

事
務
取
扱
）

◇
楢
原　

哲
哉
／
吉
井
支
所
市

民
生
活
課
課
長
兼
吉
井
支
所

仁
堀
出
張
所
所
長（
吉
井
支
所

産
業
建
設
課
課
長
）

◇
佐
藤　

浩
介
／
吉
井
支
所
健

康
福
祉
課
課
長
兼
吉
井
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
長（
上
下
水

道
部
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼

上
下
水
道
部
下
水
道
課
工
務

係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
荒
島　

礼
子
／
吉
井
支
所
周

匝
保
育
園
園
長（
吉
井
支
所
黒

本
保
育
園
園
長
）

◇
中
西　

玲
子
／
吉
井
支
所
黒

本
保
育
園
園
長（
吉
井
支
所
黒

本
保
育
園
園
長
補
佐
）

◇
居
石　

由
美
子
／
吉
井
支
所

佐
伯
北
保
育
園
園
長（
赤
坂
支

所
軽
部
保
育
園
園
長
）

◇
額
田　

猶
子
／
吉
井
支
所
仁

美
保
育
園
園
長（
教
育
委
員
会

い
わ
な
し
幼
稚
園
園
長
）

◇
荒
島　

正
弘
／
吉
井
支
所
産

業
建
設
課
課
長（
吉
井
支
所
健

康
福
祉
課
課
長
兼
吉
井
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

◇
藤
原　

利
一
／
市
立
赤
磐
市
民

病
院
事
務
局
病
院
事
務
長
兼

事
人
事
人

市
役
所
の
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熊
山
公
民
館
館
長
兼
教
育
委

員
会
熊
山
図
書
館
館
長
兼
教

育
委
員
会
熊
山
分
室
分
室
長

（
市
立
赤
磐
市
民
病
院
事
務

局
病
院
事
務
長
兼
市
立
赤
磐

市
民
病
院
事
務
局
庶
務
係
係

長
事
務
取
扱
）

◇
長
田　

忠
芳
／
教
育
委
員
会

吉
井
公
民
館
館
長
兼
教
育
委

員
会
吉
井
図
書
館
館
長
兼
教

育
委
員
会
吉
井
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
館
長
兼
教
育
委
員
会
吉

井
分
室
分
室
長（
企
画
財
政
部

税
務
課
参
事
兼
企
画
財
政
部

税
務
課
市
民
税
係
係
長
事
務

取
扱
）

◇
黒
沢　

仁
志
／
消
防
署
副
署
長

（
消
防
署
副
署
長
兼
消
防
本

部
警
防
課
参
事
）

●
岡
山
県
か
ら
の
派
遣
職
員

◇
坪
井　

秀
樹
／
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
係
長
事
務
取
扱

●
新
規
採
用

◇
猪
木　

亮
／
総
務
部
秘
書
課

主
事
補

◇
題
府　

勝
介
／
企
画
財
政
部

税
務
課
主
事
補

◇
青
井　

久
／
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事
補

◇
田
中　

圭
／
市
民
生
活
部
市

民
課
主
事
補

◇
小
坂　

直
也
／
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
主
事
補

◇
中
村　

舞
子
／
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
主
事
補

◇
横
谷　

亮
徳
／
産
業
建
設
部

産
業
振
興
課
主
事
補

◇
松
井　

友
絵
／
赤
坂
支
所
石

相
保
育
園
保
育
士

◇
荒
兼　

千
恵
／
熊
山
支
所
健

康
福
祉
課
主
事
補

◇
藤
田　

崇
正
／
熊
山
支
所
産

業
建
設
課
主
事
補

◇
下
山　

藍
／
吉
井
支
所
市
民

生
活
課
主
事
補

◇
今
田　

恵
／
吉
井
支
所
健
康

福
祉
課
保
健
師

◇
久
保
津　

麻
衣
子
／
吉
井
支

所
黒
本
保
育
園
保
育
士

◇
中
西　

豊
／
市
立
赤
磐
市
民

病
院
医
長

◇
大
野　

李
香
／
教
育
委
員
会

ひ
か
り
幼
稚
園
教
諭

◇
青
井　

明
子
／
教
育
委
員
会

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

員
◇
馬
場　

淳
子
／
教
育
委
員
会

吉
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

員
◇
光
岡　

律
恵
／
教
育
委
員
会

吉
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

員
◇
小
坂　

貴
恵
／
教
育
委
員
会

中
央
図
書
館
主
事
補

◇
引
地　

拓
也
／
消
防
本
部
消

防
総
務
課
総
務
係
消
防
士

◇
西
本　

裕
紀
／
消
防
本
部
消

防
総
務
課
総
務
係
消
防
士

 

三
月
三
十
一
日
付
け

　
　
　
　
　
　
　（
　
）内
は
旧
任

●
退
　
職

◇
額
田　

優（
赤
坂
支
所
支
所
長

兼
赤
坂
支
所
上
下
水
道
課
課

長
事
務
取
扱
）

◇
白
石　

悦
男（
熊
山
支
所
支
所

長
兼
熊
山
支
所
上
下
水
道
課

課
長
事
務
取
扱
）

◇
宮
内　

清
文（
吉
井
支
所
支
所

長
兼
吉
井
支
所
上
下
水
道
課

課
長
事
務
取
扱
）

◇
山
本　

恒
子（
総
務
部
秘
書
課

課
長
兼
総
務
部
秘
書
課
公
聴

広
報
係
係
長
事
務
取
扱
）

◇
下
山　

俊
行（
教
育
委
員
会
中

央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

教
育
委
員
会
桜
が
丘
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◇
難
波　

隆
伸（
赤
坂
支
所
市
民

生
活
課
赤
坂
環
境
セ
ン
タ
ー
所

長
）

◇
金
谷　

将
弘（
教
育
委
員
会
吉

井
公
民
館
館
長
兼
教
育
委
員

会
吉
井
図
書
館
館
長
兼
吉
井

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
教

育
委
員
会
吉
井
分
室
室
長
）

◇
重
松　

義
巳（
総
務
部
総
務
課

付
参
事
）

◇
福
島　

勉（
上
下
水
道
部
下
水

道
課
参
事
兼
上
下
水
道
部
下

水
道
課
管
理
係
係
長
事
務
取

扱
）

◇
篠
田　

浅
美（
吉
井
支
所
周
匝

保
育
園
園
長
）

◇
西
山　

幸
恵（
吉
井
支
所
仁
美

保
育
園
園
長
）

◇
井
本　

一
己（
企
画
財
政
部
税

務
課
課
長
補
佐
兼
企
画
財
政

部
税
務
課
収
税
係
係
長
事
務

取
扱
）

◇
金
光　

仁（
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
主
幹
兼
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
施
設
管
理
係
係

長
事
務
取
扱
）

◇
宮
内　

英
美（
教
育
委
員
会
吉

井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

◇
井
本　

明
子（
熊
山
支
所
市
民

生
活
課
主
幹
兼
熊
山
支
所
市

民
生
活
課
総
務
係
係
長
事
務

取
扱
）

◇
尾
坂　

京
子（
熊
山
支
所
市
民

生
活
課
主
幹
兼
熊
山
支
所
市

民
生
活
課
市
民
係
係
長
事
務

取
扱
）

◇
加
藤　

美
代
子（
吉
井
支
所
佐

伯
北
保
育
園
園
長
補
佐
）

◇
塚
本　

幸
子（
赤
坂
支
所
産
業

建
設
課
主
査
）

◇
大
森　

富
子（
吉
井
支
所
市
民

生
活
課
主
査
）

◇
万
道　

美
佐
子（
教
育
委
員
会

赤
坂
公
民
館
主
任
技
術
員
兼

教
育
委
員
会
赤
坂
分
室
）

◇
篠
田　

京
子（
教
育
委
員
会
吉

井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調

理
員
）

◇
杉
本　

明
美（
教
育
委
員
会
吉

井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調

理
員
）

◇
奥
田　

洋
子（
吉
井
支
所
周
匝

保
育
園
主
任
調
理
員
）

◇
山
本　

や
よ
い（
熊
山
支
所
健

康
福
祉
課
技
術
員
）

◇
西
垣
外　

八
千
代（
教
育
委
員

会
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
員
）

◇
水
野　

春
日（
教
育
委
員
会
山

陽
東
小
学
校
校
務
員
）

◇
上
田　

廣
子（
教
育
委
員
会
桜

が
丘
中
学
校
校
務
員
）

●
岡
山
県
へ
復
帰

◇
半
田　

博
利（
企
画
財
政
部
税

務
課
参
事
）

◇
仁
子　

一
成（
企
画
財
政
部
税

務
課
主
幹
）

◇
谷
口　

辰
巳（
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
課
長
補
佐
）

◇
池
本　

桂
治（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
課
長
兼
教
育
委
員

会
適
応
指
導
教
室
室
長
）
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★遊びのボランティア養成講座『マジック入門』
　簡単なマジックを覚え、家庭や職場、地域で披露し、皆
さんを楽しませてあげましょう。
■日　時　6月6・13・20・27日（いずれも土曜）
　　　　　10：00～12：00
■定　員　１５人　　■対　象　一般（初心者対象）
■参加費　500円（全４回分・材料代含む）
■申込期間　５月７日（木）～５月２２日（金）

★子ども工作教室
　木を使って工作をします。
■日　時　５月２３日（土）　９：３０～１２：００
■定　員　20人（先着順）
■講　師　子どもの遊びと手の労働研究会岡山支部
■参加費　２００円　　■申込期間　５月７日（木）～

★かしわもちを作って食べよう教室
　自分でかしわもちを作って食べよう。
■日　時　5月３０日（土）　８：３０～１２：００
■対　象　小学4年生～大人　　■定　員　20人
■講　師　市内在住栄養士　　■参加費　２００円　
■申込期間　５月７日（木）～

★ドキドキ自然観察
　県北西部に生えている山野草に親しみ、初夏の山歩
きを満喫しよう。
■日　時　５月２8日（木）　８：３０～１７：３０
■場　所　鯉が窪湿原を散策（新見市哲西町）
■講　師　楠原　良三
■定　員　２０人（先着順）
■参加費　７００円（参加費５００円と鯉が窪湿原入場料２００円）
■申込期間　５月１１日（月）～〈電話申し込み不可〉
　　　　　　（※一人一申し込みに限る）

★思い出を歌う集い
　唱歌など思い出の歌を歌い継ぎ、お互いの心をかわ
してみませんか。

■日　時　６月１６日（火）・３０日（火）　９：３０～１１：３０
■講　師　井上　清光（元就実高校音楽教諭）
■定　員　２５人程度　　■参加費　１００円（２回分）
■申込期間　５月１８日（月）～

★ナイスミディ講座
　化学物質に頼らず、自然の恵みを集めて作ります。ハ
ンドマッサージの講習も行います。アロマテラピーをベ
ースに体に優しい生活を始めてみませんか。
■日時・内容
　①5月26日（火）　10：00～12：00
　　「ハンドマッサージとオイル作り」
　②6月11日（木）　10：00～12：00
　　「アロマテラピー化粧水」
■定　員　１５人　　■対　象　一般
■参加費　1回500円（材料代）
■申込期間　5月7日（木）～
■その他　どちらか一方だけの参加可

★園芸講座『ガーデニングに関するQ＆A』
　バラが咲く時季、熊山英国庭園を散策しながらガーデ
ニングに関する知識を深めましょう。
■日　時　5月29日（金）　10：00～11：30
■場　所　熊山英国庭園
■講　師　熊山英国庭園ヘッドガーデナー　武本高三氏
■定　員　20人　　■対　象　一般
■参加費　無料　　■申込期間　５月７日（木）～

★ドキドキ講座『自然観察会』
　自然大好き人間集まれ。山野の鳥について観察して
みよう。
■日　時　5月23日（土）　9：00～11：00〈雨天中止〉
■場　所　本宮高倉山山頂（赤磐市高倉山ライオンズの森）
■定　員　3０人　　■対　象　なし
■参加費　無料　　■申込期間　5月22日（金）まで
■その他　双眼鏡をお持ちの人は持参してください。

★講座の受け付けは、各館とも
　午前9：00からで、すべて先着順です。

高月公民館主催講座

山陽公民館主催講座

西山公民館主催講座

熊山公民館主催講座
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●中央公民館（下市337 ☎955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
●熊山公民館（松木623 ☎995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）

★竜天天文台『少年少女天文教室』
　大学天文部のお兄さん、お姉さんといっしょに宇宙
のことを学ぼう。
■日時・内容
　①5月19日（火）　19：00～21：00
　　「土星の環はどこに？」
　②7月14日（火）　19：00～21：00
　　「安全な日食観察」
　③10月27日（火）　19：00～21：00
　　「デジカメで天体写真を撮ってみよう」
　④12月15日（火）　19：00～21：00
　　「一年間で明るさの変わる「ミラ」の明るさを測定しよう」
　⑤２月２１日（日）１０：００～１２：００
　　「昼間の星を見よう」
■定　員　2０人
■対　象　小学4～6年生・中学生・親子
■参加費　全5回で1,000円
■申込期間　5月1日（金）～

★女性サークル『With』
　素敵で輝く女性をめざします。
■日時・内容
　①5月19日（火）　10：00～12：00
　　「アロマテラピー虫除けスプレー作り」
　　アロマテラピー楽庵　佐野純子氏
　②６月２３日（火）　時間未定
　　「自分のメイク道具を使って自分に映える
　　  メイクアップ術講座」
　　ポアソンルージュ　吉田まゆみ氏
　③9月1日（火）　14：00～16：00
　　「パーソナルカラー診断♪」
　　リファイン　薮木　教加氏
　④12月8日（火）　13：30～15：30
　　「クリスマスフラワーアレンジメント」
　　choko代表　河内ゆかり氏
■定　員　2０人
■参加費　全4回で１，０００円〈その他材料代など実費負担〉
■申込期間　5月1日（金）～

★ヘルシー料理講座
　お家でも作ってみてね。
■日時・内容
　①6月24日（水）　10：00～12：00
　　「米粉クッキー作りほか」
　　管理栄養士　楢崎玲子氏
　②12月1日（火）　10：00～13：00
　　「そば打ちに挑戦しよう」
　　道楽そばシエノ会　北村匡章氏
■定　員　２０人（親子で参加可）
■参加費　５００円（２回分）〈その他材料代など実費負担〉
■申込期間　5月1日（金）～

★寿学級
　老後を楽しく過ごしていくための講座を提案します。
■日時・内容
　①5月27日（水）　10：00～11：00
　　「フラダンス～アロハ♪で文化交流」
　②7月1日（水）　10：00～11：00
　　講演「家庭でできる食中毒予防法」
　　中国四国農政局
　③7月29日（水）　10：00～11：00
　　「ピアノとフルートコンサート♪
　　  ～なつかしの昭和の歌をみんなで歌おう」
　④9月10日（木）
　　視察研修
■定　員　なし　　■対　象　高齢者・一般
■参加費　５００円（年間）
■申込期間　5月1日（金）～

★いきいき講座
　人生を楽しく「美しく」生きるための講座です。皆さ
ん一緒に学びましょう。
■日時・内容
　①5月22日（金）・２５日（月）　10：00～11：00
　　「バラの咲く熊山英国庭園でガーデニングや
　　  植物について学ぼう」
　　熊山英国庭園ヘッドガーデナー　武本高三氏
　②6月25日（木）　9：30～12：00
　　「染色でオリジナルハンカチを作ろう」
　③11月11日（水）
　　視察研修～小豆島方面～
　④１１月２５日（水）１４：００～１５：３０
　　「ふろしきのさまざまな利用方法について」
■定　員　4０人
■参加費　１，０００円（年間）
　　　　　〈その他材料代など実費負担〉
■申込期間　5月1日（金）～

吉井公民館主催講座
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中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10：00〜18：00
　（中央図書館のみ木曜日は
　20：00まで開館）
★休館日
　⃝月曜日
　⃝館内整理日（12月を除く
　　毎月最終金曜日）
　⃝年末年始（¹²⁄₂₈〜¹⁄₄）
　⃝特別整理期間

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

利用案内
5月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

■日　時／5月16日（土） 14：00～
■場　所／くまやまふれあいセンター
■内　容
　すてきな絵本、パネルシアターなど
　★たのしいおはなしが盛りだくさん！
　★紙しばいおじさんもやってくる！
　　みんなで見に来てね！

おはなしたまてばこ

　視覚障害のある人や、活字での読書が困
難な人に、本や雑誌などを読むお手伝いをし
ます。お気軽にお申し込みください。（無料）
■利用日
　毎月第２、第４金曜日（休館日を除く）
■利用できる時間
　10：10～12：10および13：00～16：00
　（上記時間帯でお一人２時間まで）

※朗読者は図書館の朗読ボランティアです。
※最初に対面朗読の利用申請が必要です。
※予約制です。希望日の３日前までに中央図

書館へお申し込みください。
※詳しくは中央図書館へお問い合わせくだ

さい。

中央図書館で
対面朗読サービス開始！

■日　時／6月6日（土）
　　　　　14：00～15：30（13：30開場）
■場　所／中央図書館　多目的ホール
■講　師／佐々木　宏子　氏
　　　　　（鳴門教育大学名誉教授）

※参加無料
※定員40人（先着順に

受け付け）
※託児が必要な人は

5月25日までにお申
し込みください。

講演会「赤ちゃんと絵本　　　　
　　　　～心を通わせるために～」

平成20年度
赤磐市立図書館予約ベスト３

■一般図書
　①『流星の絆』
　　東野　圭吾／著
　②『告白』
　　湊　かなえ／著
　③『夢をかなえるゾウ』
　　水野　敬也／著
■児童図書
　①『ハリー・ポッターと死の秘宝（上）』
　　J.K.ローリング／作
　②『ハリー・ポッターと死の秘宝（下）』
　　J.K.ローリング／作
　③『崖の上のポニョ』
　　宮崎　駿／原作・脚本・監督

※貸出中のものは予約していただくと戻り次
第ご連絡します。図書館にない図書は、購
入したり、県内外の図書館から借りたりす
ることも可能です。（著作権の関係などで
視聴覚資料は赤磐市外の図書館からの借
り受けはできません）

※電話や図書館ホームページでも申し込み
できますのでご利用ください。

………………………93回

……………………………70回

………………62回

…78回

…77回

…………………30回

■日　時／5月16日（土） 14：00～
■場　所／中央図書館　多目的ホール
■内　容
　『まんが日本昔ばなし』（47分）
　「浦島太郎」「絵姿女房」
　「一休さん」「髪長姫」
　（ナレーション／市原
　悦子、常田富士男）

きらり☆しあたー
こども版

はじめて本をかりるとき…

　「利用者登録申込書」に記入し、図書館利用者
カードをつくってください。（免許証・保険証など
住所・氏名が確認できるものをお持ちください）
※小学生以下は、保護者が申請してください。
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受
動
喫
煙
を
防
止
し
よ
う

　
～
五
月
三
十
一
日
は

　
　
　
　
　
世
界
禁
煙
デ
ー
～

受
動
喫
煙
と
は「
室
内
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、他
人
の

タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
」を
い

い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
代
表
的
な
有
害
物
質
ニ
コ

チ
ン
、タ
ー
ル
、一
酸
化
炭
素
は
、タ
バ
コ

の
吸
い
口
か
ら
吸
わ
れ
る
煙（
主
流
煙
）

よ
り
火
の
つ
い
た
タ
バ
コ
の
先
か
ら
立

ち
上
る
煙（
副
流
煙
）に
約
二
倍
か
ら
四

倍
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
児
へ
の
影
響
は
甚
大
で
、呼

吸
器
疾
患
の
増
加
や
乳
児
突
然
死
症
候

群
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

人
は
有
害
物
質
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
副
流
煙
を
強
制
的
に
吸

わ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

健
康
増
進
法
第
二
十
五
条
で
、多
数

の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者

は「
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
さ
れ
、官
公
庁
や
事
務

所
、飲
食
店
な
ど
で「
禁
煙
」や「
完
全
分

煙
」を
実
施
す
る
施
設
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

分
煙
と
は
、た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
の
と
こ
ろ
へ
煙
が

流
れ
な
い
よ
う
に「
空
気
を

分
離
し
て
、煙
を
屋
外
へ
廃

棄
す
る
こ
と
」で
、よ
く
見

か
け
る「
禁
煙
席
と
喫
煙
席

の
区
分
」だ
け
で
は
正
し
い

分
煙
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、空
気
清
浄
器
で
は

一
酸
化
炭
素
な
ど
、ガ
ス
状

の
有
害
物
質
は
除
去
で
き

ず
、分
煙
対
策
機
器
と
し
て

は
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
禁
煙
、完
全

分
煙
を
実
施
し
て
い
る
施

設
を
認
定
し
、認
定
証（
ス

テ
ッ
カ
ー
）を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

施
設
の
入
り
口
な
ど
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す
る
こ

と
で
、利
用
者
が
受
動
喫
煙

　
市
で
は
、豊
か
な
自
然
と
平
和
な
暮
ら
し

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、平
和
の
意

味
と
そ
の
尊
さ
を
見
つ
め
直
し
、真
の
恒
久

平
和
を
実
現
で
き
る
よ
う
、平
和
都
市
宣
言

を
行
い
ま
し
た
。

◇
平
和
都
市
宣
言

　

豊
か
な
自
然
と
明
る
く
平
和
な
暮
ら
し
は
、

私
た
ち
人
類
の
共
通
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、世
界
の
各
地
で
は
、依
然
と
し
て

武
力
に
よ
る
多
く
の
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ
、世

界
の
平
和
と
安
全
、人
類
の
生
存
に
深
刻
な

脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
を
経
験
し
た
我
が
国
は
、世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
、戦
争
や
核
兵
器
の
恐
ろ
し

さ
と
苦
し
み
を
深
く
か
み
し
め
、平
和
の
尊
さ

を
世
界
の
人
々
に
強
く
訴
え
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

赤
磐
市
は
、世
界
の
恒
久
平
和
と
核
兵
器

の
廃
絶
を
願
い
、市
民
と
と
も
に
希
望
に
満
ち

た
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
き
、か
け
が

え
の
な
い
自
然
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
を
誓
い
、こ
こ
に
平
和

都
市
を
宣
言
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課

　

☎（
９
５
５
）２
６
９
２

を
受
け
な
い
施
設
か
ど
う
か
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

五
月
三
十
一
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で

す
。

　

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、受
動
喫
煙
を
受
け
な
い
環
境
を
つ
く

り
、た
ば
こ
の
害
か
ら
自
分
を
そ
し
て
周

り
の
愛
す
る
人
た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

平
和
都
市
宣
言



Sunday 日
M

onday 月
T

uesday 火
W

ednesday 水
T

hursday 木
Friday 金

Saturday 土

★
5月

の
税・保

険
料

を
期

限
内

に
納

め
ま

し
ょ

う

　
●

固
定

資
産

税
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

1
期

　
●

軽
自

動
車

税
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

全
期

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
6月

1日
ま

で

●
胃

が
ん

検
診〔

山
陽

地
域

〕
●

無
料

法
律

相
談〔

要
予

約
〕

　
13:00～

16:00
　（

産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

）
●

な
や

み
ご

と（
人

権
）・行

政
相

談
　

10:00～
12:00

　（
熊

山
支

所
２

階
第

１
会

議
室

）

●
ブ

ッ
ク

ん
の

お
は

な
し

か
い

　〔
9・23・30日

、6月
6日

も
開

催
〕

　
11：00～（

赤
坂

図
書

館
）

●
お

は
な

し
か

い
　〔

9・16・23・30日
、6月

6日
も

開
催

〕
　

10：30～（
中

央
図

書
館

）
●

星
空

講
座

無
料

観
望

会
　「

環
が

な
い

？
土

星
」

　
19：00～

22：00（
竜

天
天

文
台

）

●
こど

も
の

読
書

週
間「

お
は

な
し

か
い

」
　

14：00～
15：00（

中
央

図
書

館
）

●
絵

本
は

と
も

だ
ち

　〔
13・20・27、６

月
3日

も
開

催
〕

　
１

0:30～（
中

央
図

書
館

）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

犯
罪

ゼ
ロ

の
日

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

お
は

な
し

会
　〔

毎
月

第
2土

曜
日

〕
　

14：00～（
吉

井
図

書
館

）

●
交

通
安

全
日

●
胃

が
ん

検
診

　（
山

陽・吉
井

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診
　（

山
陽・吉

井
地

域
）

●
１

歳
６

カ
月

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

た
ん

ぽ
ぽ

の
会〔

27日
も

開
催

〕
　

10：00～
11：00（

赤
坂

公
民

館
）

●
な

や
み

ご
と（

人
権

）・行
政・

　
消

費
生

活
相

談
　

13:00～
16:00

　（
産

業
会

館
2階

ふ
る

さ
と

交
流

室
）

●
行

政
相

談
　

13:00～
15:00

　（
吉

井
支

所
１

階
相

談
室

）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

１
歳

６
カ

月
児

健
診・

　
3歳

児
健

診（
吉

井
地

域
）

●
年

金
相

談
　

１０：００
～

１
2：００

　
１

3：００
～

１５：００
　（

産
業

会
館

2階
ふ

る
さ

と
交

流
室

）

●
育

児
相

談
　

受
付

時
間

 9：45～
10：30

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
お

は
な

し
た

ま
て

ば
こ

　
１４：００

～
　（

く
ま

や
ま

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

）
●

き
ら

り
☆

し
あ

た
ー：こ

ど
も

版
　

14:00～（
中

央
図

書
館

）

㊩
＝

休
日

当
番

医（
窓

口
受

付
 ９

:０
０

〜
１

７
:０

０
）（

●
は

㈳
赤

磐
医

師
会

管
内

の
岡

山
市

東
区

瀬
戸

町
地

域
の

休
日

当
番

医
で

す
）　

㊡
＝

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー・山
陽

郷
土

資
料

館
休

館
日

＜
注

＞
5月

17日
の

赤
磐

医
師

会
病

院
の

当
番

日
は

原
則

と
し

て
小

児
科

診
療

の
み

と
な

り
ま

す
。

このページは外してご利用ください。

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
山

本
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
９５５

-８
868

㊩
井

上
内

科
 ☎

９５４
-１９０２

●
鈴

木
医

院
 ☎

９５２
-０２０５

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
マ

ス
カ

ット
整

形
外

科
医

院
　

☎
０８６

-２２９
-２６１１

㊩
赤

磐
市

民
病

院
 ☎

９９５
-１２５１

●
間

阪
内

科
医

院
 ☎

９５２
-１７１７

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

９５５
-５３１１

㊩
米

井
医

院
 ☎

９５４
-０５５０

●
岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５２

-１１６６

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
吉

井
医

院
 ☎

９５５
-５５１５

㊩
越

宗
医

院
 ☎

９５７
-３０３５

●
吉

井
外

科
医

院
 ☎

９５２
-３３３１

㊩
ひ

ら
た

整
形

外
科

 ☎
９５６

-０７００
㊩

道
満

医
院

 ☎
９５７

-２１１１
●

長
島

病
院

 ☎
９５２

-１３５５
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

1
2

3
　
憲
法
記
念
日

4
　
み
ど
り
の
日

5
　
こ
ど
も
の
日

6
　
振
り
替
え
休
日

7
8

9

10
11

12
13

14
15

16



●
民

話
の

寺
小

屋
　

１４：００
～（

中
央

図
書

館
）

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
3歳

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

2
歳

６
カ

月
児

歯
科

健
診

　
受

付
時

間
 1

2：4
5

～
1

3：1
5

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
行

政
相

談
　

1
3

:0
0

～
1

5
:0

0
　（

赤
坂

健
康

管
理

セ
ン

タ
ー

）
●

無
料

法
律

相
談

　
10:00～

１５
:00

　
なや

みごと（
人

権
）相

談
　

1３:00～１５:00
　（

吉
井

会
館

農
事

実
習

室
）

●
胃

が
ん

検
診（

吉
井

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診（
山

陽
地

域
）

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19：00～
20：00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
定

期
救

急
講

習
会

　９：００～１２：００
　（

赤
磐

市
消

防
本

部
東

出
張

所
）

●
交

通
安

全
日

●
胃

が
ん

検
診（

山
陽・吉

井
地

域
）

●
熊

山
支

所
育

児
相

談
　

受
付

時
間

 10:00～
11:00

　（
熊

山
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診

　（
山

陽・赤
坂

地
域

）
●

乳
児

健
診

　
受

付
時

間
１２：４５

～
１３：１５

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
胃

が
ん

検
診

　（
赤

坂・吉
井

地
域

）
●

胃
が

ん
検

診
　（

熊
山・吉

井
地

域
）

●
胃

が
ん

検
診（

熊
山

地
域

）

5
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

3
1

4
1

5
1

6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0
3

1
■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
400円

中
学

生
以

下
…

…
200円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

300円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
初

心
者

講
習

修
了

者
に

限
り

　
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。

　
受

講
料

 400円
／

再
受

講
料

 300円
☎
9
5
5
-4
4
3
2

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
100円

中
学

生
以

下
…

…
  50円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

100円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
す

。
☎
9
5
4
-2
3
2
3

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

山陽ふれあい公園

屋
　

内
プ
ー
ル

10:00

〜12:00
○

○
○

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

休館日

○
○

14:00

〜16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30

〜20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
☆

☆
休館日

☆
☆

休館日

☆
☆

☆
☆

☆
休館日

☆
☆

☆
☆

☆
休館日

☆
☆

☆
☆

☆

9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

初
心

者
講

習
実

施
日
★

★
★

★
★

★
★

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター

屋
　

内
プ
ー
ル

10:00

〜12:00
○

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○

14:00

〜16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30

〜20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
☆

☆
休館日

休館日

☆
休館日

休館日

☆
☆

☆
☆

休館日

休館日

☆
☆

☆
☆

休館日

休館日

☆
☆

☆
☆

9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆
☆

☆
☆

☆

○
 屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
☆

 ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
開

放

㊩
赤

磐
医

師
会

病
院（

小
児

科
診

療
）

　
☎

９５５
-６６８８

㊩
さ

く
ら

整
形

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９９５

-９７２０
●

粟
井

内
科

医
院

 ☎
９５３

-０６１７
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
ふ

よう内
科

クリニック
 ☎９５５-７１１０

㊩
森

医
院

 ☎
９５７

-２４００
●

近
藤

内
科

医
院

 ☎
９５３

-１６１０

㊩
吉

井
医

院
 ☎

９５５
-５５１５

㊩
桜

井
内

科
 ☎

９５７
-３０１２

●
石

原
医

院
 ☎

９５２
-０１６２

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

17
18

19
20

21
22

23

2431

25
26

27
28

29
30
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ス
ポ
ー
ツ

ト
ピ
ッ
ク
ス

広報あかいわ（平成21年5月号）18

　

日
本
水
泳
連
盟
公
認
コ
ー
チ

【
定　

員
】三
十
人（
先
着
順
）

【
申
込
期
日
】五
月
十
五
日（
金
）

【
主
催・申
し
込
み
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

屋
内
温
水
プ
ー
ル

　

ス
イ
ミ
ン
グ
、水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】

◦
高
校
生
以
上
…
百
円

◦
中
学
生
以
下
…
五
十
円

【
施
設
概
要
】

◦
大
プ
ー
ル

　
（
二
十
五
㍍
六
コ
ー
ス
）

◦
幼
児
プ
ー
ル（
水
深
五
十
㌢
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
５
４
）２
３
２
３

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　

申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
日
体
カ
ッ
プ

全
日
本
ナ
イ
ロ
ン
シ
ャ
ト
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

ダ
ブ
ル
ス
選
手
権
大
会（
横
浜
市
）

◇
堀
井　
一
良（
福
田
）

二
〇
〇
九
全
日
本

綱
引
き
選
手
権
大
会（
千
葉
県
）

◇
花
房　

昭
吾（
桜
が
丘
西
六
丁
目
）

◇
小
泉　

寿
枝（
山
陽
五
丁
目
）

◇
小
泉　

辰
夫（
山
陽
五
丁
目
）

◇
小
泉　

雄
耶（
山
陽
五
丁
目
）

第
三
十
一
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳

競
技
大
会
水
球
競
技（
千
葉
県
）

◇
関
西
高
等
学
校一年

　

塚
本　

達
也（
町
苅
田
）

第
四
回
風
越
カ
ッ
プ
全
日
本
少
年

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会（
長
野
県
）

◇
山
陽
北
小
学
校
六
年

　
ク
ラ
ー
ク
安
仁
依（
桜
が
丘
西
九
丁
目
）

◇
山
陽
北
小
学
校
五
年

　
ク
ラ
ー
ク
譲
恵
留（
桜
が
丘
西
九
丁
目
）

第
六
回
赤
磐
市
射
撃
大
会

　

三
月
十
五
日（
日
）、備
前
射
撃
場

で
赤
磐
市
射
撃
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
大
会
は
、射
撃
技
術
の
向

上
、銃
器
の
安
全
技
術
の
訓
練
を
目

的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
優　

勝
／
福
安　

秀
樹

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
西
三
丁
目
）

◦
準
優
勝
／
藤
原　

輝
雄（
尾
谷
）

◦
第
三
位
／
重
利　

隆
一（
東
軽
部
）

赤
磐
市
卓
球
教
室
の
開
催

【
日　

時
】

　

五
月
十
一
日
～
六
月
八
日
の

　

毎
週
月
曜
日（
全
五
回
）

　

午
後
八
時
～
九
時
三
十
分

【
場　

所
】高
陽
中
学
校
体
育
館

【
参
加
費
】

　
一
人
千
円（
保
険
代
）当
日
持
参

【
持
参
物
】体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、持
っ
て

　

い
る
人
は
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト

【
定　

員
】先
着
二
十
人（
初
心
者
歓
迎
）

【
申
込
期
日
】五
月
十
日（
日
）

【
申
込
方
法
】

　

①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
④
ラ

ケ
ッ
ト
の
有
無
を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

FAX（
９
５
５
）０
５
０
７

【
主
催･

指
導
】赤
磐
市
卓
球
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
石
原　

英
司

　

☎（
９
５
６
）０
０
３
０

気
持
ち
い
い
汗
を
か
こ
う
！

　

山
陽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、

次
の
と
お
り
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。初
心
者
歓
迎
で
す
。

【
練
習
日
】毎
週
日・月・木・土

　

通
常
午
後
一
時
～（
参
加
自
由
）

【
場　

所
】

　

山
陽
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
対　

象
】赤
磐
市
内
在
住
在
勤
者

【
会　

費
】

◦
継
続
…
四
千
円

◦
新
規
…
四
千
五
百
円

【
期　

間
】

　

四
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
事
務
局:

田
中

　
〈
昼
〉☎（
９
５
５
）２
３
９
５

　
〈
夜
〉☎（
９
５
５
）０
０
６
６

水
中
健
康
教
室（
ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
）

　

水
の
力
を
借
り
て
、
安
全
か
つ
効

果
的
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
せ
ん
か
。イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
、無
理
な
く
楽
し
く
指
導
し
ま

す
。初
め
て
の
人
も
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

　

五
月
二
十
六
日
～
七
月
七
日
の

　

毎
週
火
曜
日（
全
七
回
）

　

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

【
場　

所
】

　

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内
プ
ー
ル

【
対　

象
】赤
磐
市
内
在
住
在
勤
者

【
受
講
料
】千
円

※
た
だ
し
、
教
室
参
加
時
に
プ
ー
ル

利
用
料（
一
回
四
百
円
）が
必
要
で

す
。回
数
券・会
員
券
の
利
用
も
可

能
で
す
。

【
講　

師
】

募
　
　
集

全
国
大
会
出
場（
敬
称
略
）

お
知
ら
せ

施
設
紹
介

大
会
結
果
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●
五
月
一
日
～
七
日
は
憲
法
週
間
で
す

　「
基
本
的
人
権
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
　
　
考
え
ま
し
ょ
う
」

日
本
国
憲
法
は
、昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日

に
施
行
さ
れ
、こ
の
日
は
憲
法
記
念
日
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。日
本
国
憲
法
第
十
四
条
で

は
、「
す
べ
て
の
国
民
は
、法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、信
条
、性
別
、社
会
的
身
分
又
は
門
地
に

よ
り
、政
治
的
、経
済
的
、社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
。」と
規
定
さ
れ
、法
の
下
の
平
等

を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
か
」「
他
の
人

の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
」な
ど
、一
人
一
人

が
身
近
な「
人
権
」に
つ
い
て
考
え
、生
活
や
活
動

の
中
で
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、

す
べ
て
の
人
々
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、

○
人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る

　
「
身
元
調
査
」な
ど
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う

　
「
聞
き
合
わ
せ
」や「
身
元
調
査
」は
さ
ま
ざ
ま

な
差
別
を
助
長
し
、基
本
的
人
権
の
侵
害
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、婚
姻
は
両
者
の
合
意
の
み

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、ま
た
就
職
は

本
人
の
能
力
や
適
性
に
よ
っ
て
採
否
が
決
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
を
行

わ
な
い
と
と
も
に
、こ
れ
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
同
和
問
題
解
決
の
障
害
と
な
る

　
「
え
せ
同
和
行
為
」を
排
除
し
ま
し
ょ
う

　

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、高
額
な
書
籍
な
ど

の
購
入
強
要
や
不
当
な
金
銭
要
求
な
ど
を
行
う

「
え
せ
同
和
行
為
」の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
え
せ
同
和
行
為
」は
、差
別
意
識
の
解
消
に
向

け
た
こ
れ
ま
で
の
教
育
や
啓
発
の
効
果
を
一
挙
に

覆
し
、同
和
問
題
解
決
の
大
き
な
阻
害
要
因
と
な

って
お
り
、断
固
排
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
不
当
な
要
求
に
対
し
て
は
、最
初

か
ら
き
然
と
し
た
対
応
で
臨
み
、相
手
に
付
け
入

る
す
き
を
与
え
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

　

差
別
書
き
込
み
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
匿
名
性
を
悪

用
し
て
、ひ
ぼ
う・中
傷
な
ど
無
責
任
な
書
き
込
み

が
な
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
差
別
が
助
長
さ
れ
、重
大

な
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

差
別
書
き
込
み
は
、人
権
を
踏
み
に
じ
る
も
の

で
、決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
、

だ
れ
か
が
傷
つ
い
た
り
、悲
し
ん
だ
り
す
る
場
合

が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
考
え
、一
人
一
人
が
モ
ラ
ル

を
わ
き
ま
え
、差
別
書
き
込
み
を
根
絶
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　毎年5月は全国で「消費者月間」として、消費者問
題に関する啓発・教育などの各種事業を行う期間にな
っています。
　赤磐市では、消費生活問題について研究・啓発を行
う団体や消費生活相談の窓口が設置してあります。
　赤磐市消費生活問題研究協議会では、賢い消費者
になるために、講習会や啓発活動を行っています。消
費生活問題に関心のある人、講習会などへ参加希望
の人は、本庁協働推進室までご連絡ください。
　また、消費生活問題について、お困りのことはあり
ませんか？振り込め詐欺・悪質商法・多重債務などの
消費生活相談がありましたら、ご相談ください。

　【問い合わせ・相談先】
　　○県消費生活センター ☎０８６-２２６-０９９９
　　○本庁協働推進室　○各支所市民生活課
　　　（電話番号は20ページでご確認ください）

　近年の社会状況の複雑化により犯罪も多
様化していることから、その被害者の
状況もさまざまであり適切な情報
提供が求められています。特に振り
込め詐欺など消費生活を脅かす
犯罪被害も多発しています。
　岡山県警察本部県民応接
課、赤磐警察署警務課、ま
た岡山県消費生活センタ
ーが岡山県の相談窓口では
ありますが、市民の身近な相談窓口として協働推進
室に「犯罪被害者相談窓口」を設置し、法律家など関
係機関と連携をとりながら適切に対応を行います。

　【問い合わせ・相談先】
　　○本庁協働推進室
　　　（電話番号は20ページでご確認ください）

「消費者新時代 消費者が主役」 犯 罪 被 害 者 相 談 窓 口
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セ
ン
タ
ー
調
理
室

対
象
者　

二・三
・四
歳
児
と
そ

　

の
保
護
者

募
集
人
数　

先
着
十
組

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申
し
込
み
先　

◦
本
庁
健
康
増
進
課

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

児
童
手
当
の
手
続
き
は

　

お
早
め
に
！

　

児
童
手
当
は
、出
生
か
ら

十
二
歳
到
達
後
、最
初
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

所
得
制
限
や
会
社
を
退
職

し
た
際
、資
格
を
喪
失
し
受
給

さ
れ
て
な
い
人
で
も
、五
月
受

け
付
け
分
か
ら
平
成
二
十
年
中

の
所
得
を
基
に
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、受
給
で
き
る
場
合
が

　

五
月
二
十
九
日（
金
）

申
し
込
み
方
法

　

赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会

各
支
所
に「
実
施
要
領
」「
申
込

書
」が
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

「
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
期
限
厳
守
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
し
込
み
が
定
員
を

上
回
る
場
合
は
、地
域
割
を

考
慮
し
受
講
生
を
決
定
し
ま

す
。抽
選
結
果
は
、六
月
十
日

（
水
）
ご
ろ
に
ご
連
絡
し
ま

す
。そ
の
際
に
受
講
料
の
支

払
方
法
も
合
わ
せ
て
ご
連
絡

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

〒
７
０
９-

０
８
２
１　

　

赤
磐
市
河
本
七
七
八
ノ
一

　

☎（
９
５
５
）８
７
７
７

情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。
◎電話番号一覧

［本庁代表］☎955-1111
　◦企画課
　　☎９５５-2692
　◦税務課市民税係
　　☎９５５-０９５1
　◦市民課人権・男女共同参画係
　　☎９５５-1114
　◦環境課
　　☎955-５３４７
　◦協働推進室
　　☎９５５-4783
　◦健康増進課
　　☎955-1117
　◦社会福祉課
　　☎955-1115
　◦建設課
　　☎955-1485
　◦水道課
　　☎955-２７４４
　◦下水道課
　　☎955-２９４２

［赤坂支所代表］☎957-2222
　◦市民生活課
　　☎957-4821
　◦健康福祉課
　　☎957-4822
　◦産業建設課
　　☎957-4824
　◦上下水道課
　　☎９57-4826

［熊山支所代表］☎995-1211
　◦市民生活課
　　☎995-1214
　◦健康福祉課
　　☎995-1293
　◦産業建設課
　　☎995-1217
　◦上下水道課
　　☎９９５-１２９8

［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
　◦健康福祉課
　　☎954-1374
　◦産業建設課
　　☎954-1319
　◦上下水道課
　　☎９５４-１１１５

［市民病院］☎９９５-１２５１
［消防本部］☎955-2244
　◦警防課救急係
　　☎955-2254

　

熊
山
支
所
育
児
相
談

日　

時　

五
月
二
十
五
日（
月
）

　

午
前
十
時
～
十
一時

場　

所　

熊
山
保
健
福
祉
総
合

　

セ
ン
タ
ー

対
象
児　

熊
山
地
域
の
乳
幼
児

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

内　

容　

身
体
計
測
、育
児
相

　

談
、栄
養
相
談

問
い
合
わ
せ
先　

◦
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係

　

幼
児
食
講
習
会

　

お
子
さ
ん
と
一緒
に
作
っ
て
食

べ
て
、健
康
な
体
づ
く
り
に
つ
い

て
勉
強
し
ま
せ
ん
か（
要
予
約
）

日　

時　

五
月
二
十
二
日（
金
）

　

午
前
十
時
～
午
後
一
時

場　

所　

熊
山
保
健
福
祉
総
合

あ
り
ま
す
。な
お
、手
当
は
請
求

の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
児
童
手
当
は
勤

務
先
で
の
請
求
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
勤
務
先
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

受
付
場
所・問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

　

二
級
養
成
講
座〈
募
集
〉

　

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど

に
つ
い
て
の
必
要
な
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る
こ
と
で
地
域
の

介
護
力
を
上
げ
る
と
と
も
に
現

在
の
社
会
情
勢
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
う
同
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

全
科
目
を
受
講
す
る
と
、訪

問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

二
級
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

期　

間

　

七
月
一
日（
水
）～

　

十
月
三
十
一
日（
土
）

研
修
方
法

◦
ス
ク
ー
リ
ン
グ（
演
習
）八
日
間

◦
通
信
講
座
お
よ
び
レ
ポ
ー
ト
提
出

◦
現
場
実
習
五
日
間

受
講
資
格

◦
赤
磐
市
に
在
住
の
人

◦
あ
か
い
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
て
福
祉
事

業
に
協
力
い
た
だ
け
る
人

◦
赤
磐
市
内
の
介
護
施
設
な
ど

で
就
職
を
希
望
す
る
人

◦
研
修
日
程
を
全
て
受
講
可
能

な
人

◦
心
身
と
も
に
健
康
で
、福
祉

に
関
心
と
理
解
の
あ
る
人

◦
お
お
む
ね
五
十
五
歳
ま
で
の

人
受
講
定
員　

二
十
人

受
講
料　
一人
あ
た
り
三
万
円

　
（
教
材
費
を
含
み
ま
す
）

申
込
期
限

健
康
福
祉



　赤磐市民病院では、昨年秋に引き続き好評い
ただきました「楽しい陽だまりコンサート」を開催
しますので、素晴らしい音楽とともにひとときを
お過ごしください。

▶日　　時　５月１３日（水） 午前１０時３０分～
▶場　　所　赤磐市民病院玄関ホール
▶入 場 料　無　料
▶演　　奏　ソプラノ、クラリネット、ピアノ
▶演奏曲目　「早春賦」「愛の讃歌」
　　　　　　「幸せなら手をたたこう」ほか

　赤磐市国際交流協会では、フィリピンの家庭料
理を通じた交流を行いますので、奮ってご参加く
ださい。

●日　時／５月３１日（日） 午前１１時～午後２時
●場　所／中央公民館１階調理研修室
●講　師／荻田リガヤさん（岡山市在住）
●料　理／フィリピン風揚げ春巻
　　　　　（おにぎり・ジュース付）
●参加費／会員…無料　会員以外…２００円
　　　　　小学生以下…無料
●用意するもの／エプロン、タオル
●定　員／２５人(先着順)
●申込期限／５月２２日(金)
●問い合わせ・申し込み先
　赤磐市国際交流協会事務局
　（本庁企画課内）

おいしい国際交流

参加者募集

フ ィ リ ピ ン 料 理

楽しい陽だまりコンサート
開 催 の お 知 ら せ

赤磐市民病院
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管
理
と
、地
域
と
河
川
管
理
者

の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
、モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。資
料
請

求
は
五
月
二
十
一日(

木)

ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
国
土
交
通
省
岡
山
河
川

　

事
務
所
占
用
調
整
課

　

☎
０
８
６(

２
２
３
）５
１
９
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.cgr.m

lit.　

　

go.jp/okakaw
a/

参
加
料　
一
チ
ー
ム
一
万
円

　
（
千
円
×
十
人
）

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
赤
磐
警
察
署
交
通
課　

　

☎（
９
５
２
）０
１
１
０

※
申
込
書
は
赤
磐
警
察
署
・
本

庁
協
働
推
進
室
・
各
支
所
市

民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

　

愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

国
土
交
通
省
岡
山
河
川
事
務

所
で
は
、河
川
整
備
な
ど
地
域

要
望
の
把
握
、河
川
愛
護
の
普

及
お
よ
び
河
川
の
適
正
な
維
持

　

市
職
員

　

赤
磐
市
民
病
院
で
は
、次
の

と
お
り
薬
剤
師
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
一
人（
昭
和
三
十
四

　

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
人
で
薬
剤
師
免
許
を
有
す

　

る
人
）

※
採
用
時
期
、応
募
方
法
、試
験

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
赤
磐
市
民
病
院　

　
（
水・日
を
除
く
午
前
八
時
三

　

十
分
～
午
後
五
時
三
十
分
）

　

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
!!

　　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん

か
。年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日　

時　

五
月
二
十
四
日（
日
）

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所

　

赤
磐
市
消
防
本
部
東
出
張
所

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
期
限　

五
月
十
五
日（
金
）

参
加
費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

無
事
故・無
違
反

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
日

　
一
チ
ー
ム
十
人
で
交
通
安
全

無
事
故
無
違
反
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

募
集
期
間　

五
月
一
日（
金
）～

　

六
月
五
日（
金
）

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募

集



日　　時 場　　所 相談内容 問い合わせ先

山 

陽 

地 

域

5月1日（金）
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

【無料法律】
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎
※要予約 【無料法律】

【なやみごと（人権）】
本庁市民課

【行政】【消費生活】
本庁協働推進室

5月13日（水）
午後1時～４時

【なやみごと（人権）】
【行政】【消費生活】

6月1日（月）
午前10時～午後3時

赤 

坂 

地 

域

5月20日（水）
午後１時～３時

赤坂健康管理
センター

【行政】
【なやみごと（人権）】
【行政】
赤坂支所市民生活課6月1日（月）

午前１0時～午後３時
【なやみごと（人権）】
【行政】

熊 

山 

地 

域

5月1日（金）
午前10時～正午

熊山支所２階
第１会議室

【なやみごと（人権）】
【行政】 【なやみごと（人権）】

【行政】
熊山支所市民生活課6月1日（月）

午前10時～正午 【なやみごと（人権）】

吉 

井 

地 

域

５月１３日（水）
午後1時～３時

吉井支所１階
相談室 【行政】

【なやみごと（人権）】
【行政】【無料法律】
吉井支所市民生活課

5月20日（水）
午後1時～3時
※無料法律相談は
　午前10時～午後3時 吉井会館

農事実習室

【なやみごと（人権）】
【無料法律】
岡山弁護士会所属弁護士
※要予約

6月1日（月）
午前10時～午後3時 【なやみごと（人権）】

市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
交
流
室

相
談
員

　

岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所

　

年
金
専
門
官

　

平
成
二
十
一
年
度

　

軽
自
動
車
税
減
免
申
請

　

身
体・精
神
に
障
害
の
あ
る
人

が
通
学・通
院・通
所・生
業
の
た

め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
に
つ

い
て
は
、そ
の
障
害
の
等
級
に

よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。（
た
だ
し
、自
動
車
税
を

減
免
さ
れ
て
い
る
人
は
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
申
請
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
）

　

該
当
す
る
人
は
、納
税
通
知

書
到
着
後
、次
の
と
お
り
本
庁

税
務
課
・
各
支
所
市
民
生
活
課

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

減
免
対
象
者

◦
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な

ど
を
持
っ
て
い
る
人（
等
級
に

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

無
料
法
律・

　

人
権
相
談
所
の
開
設

　

土
地
、家
屋
、交
通
事
故
、金

銭
の
貸
借
、離
婚
、相
続
、人
権
、

子
ど
も
の
非
行
、登
記
な
ど
の

法
律
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

開
所
日　

五
月
十
四
日（
木
）

受
付
時
間  

午
前
九
時
三
十
分

　

～
十
一
時
三
十
分

場　

所

　

岡
山
市
北
区
南
方

　

岡
山
弁
護
士
会
館
二
階

担　

当

　

岡
山
弁
護
士
会

　

岡
山
地
方
法
務
局

　

年
金
相
談

日　

時

　

五
月
十
四
日（
木
）

　

午
前
十
時
～
正
午

　

午
後
一
時
～
三
時

場　

所

　

産
業
会
館
二
階

相

談

税



●団地名／安岡（坂辺1055-18）
　▶戸数／2戸　　　▶規格／4ＬＤＫ
　▶家賃月額（入居時）／50,000円
　〔募集期間〕 5月15日(金)～5月29日(金)
　〔申込方法〕
　　　入居申込書の内容を確認しますので、入居申し込みは本人また

は家族の人が、所轄する赤坂支所へご持参ください。
　　※申し込み多数の場合は抽選となります。
　　※入居要件については、本庁建設課または支所産業建設課へ
　　　お問い合わせください。
　〔問い合わせ・申し込み先〕赤坂支所産業建設課

●団地名／仁堀中（858）
　▶戸数／1戸　　　▶規格／3ＤＫ
　▶家賃月額（入居時）／19,000～31,900円
　〔募集期間〕 5月15日(金)～5月29日(金)
　〔申込方法〕
　　　入居申込書の内容を確認しますので、入居申し込みは本人また

は家族の人が、所轄する吉井支所へご持参ください。
　　※申し込み多数の場合は抽選となります。
　　※入居要件については、本庁建設課または支所産業建設課へ
　　　お問い合わせください。
　〔問い合わせ・申し込み先〕 吉井支所産業建設課

赤磐市営住宅公募のご案内

赤磐市特定公共賃貸住宅公募のご案内
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よ
っ
て
は
該
当
に
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
）

◦
身
体
障
害
者
な
ど
と
生
計
を

一
に
し
て
い
る
人
で
軽
自
動

車
を
常
時
介
護
に
使
用
し
て

い
る
人（
た
だ
し
、車
の
所
有

者
は
原
則
身
体
障
害
者
な
ど

本
人
）

申
請
期
限

　

五
月
二
十
五
日（
月
）

申
請
に
必
要
な
も
の

◦
平
成
二
十
一
年
度
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書

◦
印
鑑

◦
運
転
免
許
証

◦
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な

ど
◦
車
検
証（
車
検
が
あ
る
車
）

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

◦
各
支
所
市
民
生
活
課

　

自
動
車
税
は
六
月
一
日（
月
）

　

ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
六
月

一
日（
月
）で
す
。納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

領
収
書
に
つ
い
て
い
る
納
税
証

明
書
は
、車
検
を
受
け
る
際
必

要
で
す
の
で
、大
切
に
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
は
、四
月
一
日
現

在
の
名
義
人
に
一
年
分
課
税
さ

れ
ま
す
。次
の
よ
う
な
場
合
は
、

岡
山
運
輸
支
局
で
車
検
証
の

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
手
続
き
を
し
な
い
と
い
つ
ま

で
も
課
税
さ
れ
ま
す
）。

◦
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合

◦
新
車
購
入
時
に
下
取
車
と
し

て
出
し
た
場
合

◦
住
所
を
変
更
し
た
場
合

◦
廃
車
し
た
場
合

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
８
６（
２
７
３
）９
２
９
５

◦
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部

　

☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
１
１

　
　

～
９
８
１
４・９
８
０
８

　

市
指
定
給
水
装
置
工
事

　

事
業
者
と
下
水
道
排
水

　

設
備
工
事
店
の
指
定
申
請

　

給
水
装
置
工
事
や
排
水
設

備
工
事
を
行
う
事
業
者
と
し
て
、

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

市
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

事
業
者
の
指
定
申
請（
水
道
は

新
規
、下
水
道
は
新
規･

更
新
）

を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
し

ま
す
。

受
付
期
間　

六
月
一
日（
月
）～

　

六
月
三
十
日（
火
）

　
（
土･

日
を
除
く
午
前
八
時
三

　

十
分
～
午
後
五
時
三
十
分
）

申
請
受
付
場
所

《
給
水
装
置
工
事
》

◦
本
庁
水
道
課
工
務
係

◦
各
支
所
上
下
水
道
課

《
下
水
道
排
水
設
備
工
事
》

◦
本
庁
下
水
道
課
管
理
係
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水
田
経
営
所
得

　

安
定
対
策
の
加
入
受
付

　

水
稲
・
麦
・
大
豆
を
作
付
さ
れ

て
い
る
認
定
農
業
者
を
対
象
に
、

四
月
一
日
か
ら
水
田
経
営
所
得

安
定
対
策
へ
の
加
入
申
請
お
よ

び
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金

の
積
立
申
出
の
受
け
付
け
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

経
営
面
積
が
四
㌶
以
上
の
認

定
農
業
者
、も
し
く
は
市
町
村

特
認
制
度
の
対
象
者（
水
田
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
載
さ
れ
た
農
業
者
）

が
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
入
を
希
望
の
人
は
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

　

六
月
三
十
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

◦
中
国
四
国
農
政
局
地
域
第
四
課

　

☎（
９
５
５
）０
３
８
５

　
（
土・日・祝
日
を
除
く
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
で
は
、岡
山
県
市
町
村
税

整
理
組
合
に
委
託
し
て
差
し
押

え
た
財
産
に
つ
い
て
、次
の
と
お

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

参
加
申
込
期
間

◦
六
月
二
日（
火
）

　

午
後
一
時
～

　

六
月
十
五
日（
月
）

　

午
後
五
時
ま
で

入
札
期
間

◦
六
月
十
九
日（
金
）

　

午
後
一
時
～

　

六
月
二
十
二
日（
月
）

　

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

代
金
納
付
期
限

　

六
月
二
十
九
日（
月
）

　

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

実
施
財
産

　

動
産（
自
動
車・家
具
な
ど
）

※
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

岡
山
県
市
町
村
税
整
理
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。な
お
、事
情
に
よ
り

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://okayama-zeiseiri.jp/

※
赤
磐
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
県
市
町
村
税
整
理
組
合

　

☎
０
８
６（
２
４
４
）５
０
３
９

　

赤
十
字
活
動
資
金
に

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
！

　
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月

間
」が
今
年
も
五
月
を
中
心
と

し
て
、全
国
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
人
道
的
任

務
を
遂
行
す
る
た
め
の
活
動
財

源
は
、皆
さ
ん
の
尊
い
奉
仕
活

動
に
よ
っ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
る

社
費
と
寄
付
金
な
ど
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
運
動

の
趣
旨
を
深
く
ご
理
解
い
た
だ

き
、今
年
も
全
戸
社
員
加
入
を

目
標
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

　

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

　

の
み
な
さ
ん
へ

　

先
の
大
戦
で
、外
地
な
ど（
事

変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区

域
）に
派
遣
さ
れ
、戦
時
衛
生
勤

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
に
対
し
て
、

そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

※
請
求
期
限
が
二
年
延
長
さ
れ
、

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一日

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

〒
１
０
０–

８
９
２
６

　

東
京
都
千
代
田
区

　

霞
が
関
二
ノ
一
ノ
二

　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課

　

管
理
室
業
務
担
当

　

☎
０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２

　

第
一
回
高
陽
中
学
校

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
校
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

目
的・趣
旨

　

高
陽
中
学
校
で
は
、地
域
に

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
を
推
進
し
、生
徒
の
健
や

か
な
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

日　

時　

六
月
二
十
四
日（
水
）

　

～
二
十
六
日（
金
）

　

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

内　

容　

高
陽
中
学
校
の
学
校

　

自
由
参
観（
授
業
・
給
食
・
部

　

活
動
な
ど
）

※
詳
細
は
高
陽
中
学
校
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
高
陽
中
学
校

　

☎（
９
５
５
）０
０
０
４

　

和
気
鵜
飼
谷
温
泉

　

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

設
備
機
械
点
検
の
た
め
、次

の
日
は
休
館
し
ま
す
。

休
館
日　

五
月
二
十
七
日（
水
）

　

～
二
十
八
日（
木
）

　

な
お
、休
館
に
伴
い
管
内
無

料
送
迎
バ
ス
も
運
休
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
和
気
鵜
飼
谷
温
泉

　

☎
０
８
６
９（
９
２
）９
０
０
１



　私たちが家庭で使っているパソコンもきちんとしたリサイクルが必要です。パソコンの場合、家
電製品などと違って耐用期限が来るまで使われることはまれです。つまり、壊れたから買い換える
のではなく、ＨＤの容量不足やＯＳのセキュリティー問題などから、まだ使える状態のまま廃棄や買
い換えとなります。
　これまで、使用済みパソコンは、主に自治体が回収・破砕の後、埋め立て処分されていましたが、
平成１５年１０月から「資源有効利用促進法」に基づいて、家庭向けパソコンを再資源化するＰＣリ
サイクルが始まりました。
　ＰＣリサイクルマークがあるパソコンは、購入時にリサイクル料金を支払ってい
ますので、基本的に処分時に追加料金は必要ありません。なお、ＰＣリサイクルマ
ークのない古いパソコンでも、パソコン３Ｒ推進センターを通じてメーカーに処分
を依頼し、リサイクル料金を支払えば回収してもらえます。（次号に続く）

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

21年3月中 100 32 0 5 34 68 

20年3月中 103 24 0 3 31 79 

増          減 -3 ＋8 ±0 ＋2 ＋3 -11 

21年3月末 248 70 0 10 77 178 

20年3月末 280 67 0 6 89 213 

増          減 -32 ＋3 ±0 ＋4 -12 -35 

■平成21年赤磐市交通事故発生状況（3月）
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 1
（2）

1
（1）

2
（2）

0
（0）

4
（5）

8
（22）

36
（117）

12
（34）

19
（45）

75
（218）

東出
張所

0
（1）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

1
（2）

0
（6）

12
（41）

2
（7）

5
（12）

19
（66）

北出
張所

0
（0）

0
（0）

0
（0）

3
（3）

3
（3）

1
（4）

19
（47）

3
（12）

2
（5）

25
（68）

計 1
（3）

1
（1）

2
（2）

4
（4）

8
（10）

9
（32）

67
（205）

17
（53）

26
（62）

119
（352）

■平成21年赤磐市火災・救急発生状況（3月）

※（　）にあっては平成21年の累計を示す

所

有

者

郵

便

局

①回収申し込み

②エコゆうパック
　伝票送付

③パソコンを簡易包装し、
　伝票を添付する。

④郵便局に持ち込みまたは
　小口集荷を依頼する。

詳しい問い合わせ先
有限責任中間法人　パソコン３Ｒ推進センター
☎０３-５２８２-７６８５
URL　http://www.pc3r.jp

問い合わせ先 本庁環境課

［P Cリサ イク ル 法］

み ん な で 考 え よ う リ サ イ ク ル

メ

ー

カ

ー

▲PCリサイクルマーク
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



読 者 の 声
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

川
柳
よ
し
い

親
だ
け
が
思
惑
で
飛
ぶ
身
上
書

時
刻
む
音
が
あ
せ
り
に
拍
車
か
け

虫
食
い
を
配
る
自
慢
は
無
農
薬

わ
が
旅
は
テ
レ
ビ
ひ
と
り
の
座
で
見
入
る

墓
掃
除
出
来
た
身
体
を
褒
め
て
や
り

ま
だ
明
日
を
信
じ
て
作
る
野
菜
苗

深
い
井
戸
先
祖
に
感
謝
の
水
を
汲
み

心
か
ら
話
せ
る
友
と
黄た
そ
が
れ昏
る

思
い
出
の
姑
浮
か
ぶ
あ
の
言
葉

心
地
好
い
癒
し
を
く
れ
る
趣
味
の
舞
い

先
ず
感
謝
亡
夫
に
挨
拶
こ
の
健
康

光
陰
の
矢
に
術
も
な
く
背
を
押
さ
れ

耕
作
放
棄
先
祖
に
詫
び
る
事
ば
か
り

藤
本　

町
江

高
原　
　

望

梶
井　

貞
子

戸
川
か
ず
み

高
井　

逸
代

岸
本　

敏
子

戸
川　

寿
子

中
原　

一
恵

佐
々
部
八
枝

友
保　

晃
子

宇
野　

静
子

安
光　

勇
一

尾
関
文
巳
枝

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。山
陽
女
声
コ

ー
ラ
ス
で
す
。私
た
ち
は
昨
年
二
十
五

年
目
を
迎
え
記
念
演
奏
会
を
開
き
ま

し
た
。演
奏
会
に
は
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
い
た
だ
き
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
三
十
歳
代
か
ら
六
十
歳

代
と
年
齢
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
歌
っ
て
い

ま
す
。練
習
で
は
山
陽
女
子
高
校
の
中

村
芳
弘
先
生
が
、譜
面
も
よ
く
わ
か
ら

な
い
私
た
ち
に
根
気
よ
く
丁
寧
に
指
導

私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？
　

山
陽
女
声
コ
ー
ラ
ス

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、学
生
に
戻
っ
た
よ

う
な
気
分
で
教
わ
って
い
ま
す
。

　

大
き
な
声
を
出
す
と
気
分
が
晴
れ

晴
れ
と
し
ま
す
。最
初
は
み
ん
な
初
心

者
で
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
は
高
月
公
民
館
で
毎
週
火
曜

日
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
二
時
間
行

って
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
代
表　

幡
山　

容
香

　

☎（
９
５
５
）１
０
０
７

繰
り
返
す
同
じ
言
葉
を
笑
う
孫

検
診
の
帰
り
車
窓
の
青
い
空

老
い
て
川
柳
頭
の
体
操
四
苦
八
苦

ひ
と
ま
ず
は
愛
想
笑
い
で
風
通
し

新
聞
紙
手
習
い
草
紙
で
あ
っ
た
頃

物
価
高
自
給
自
足
を
汗
で
盛
る

満
天
の
星
座
に
遠
き
ド
ラ
マ
浮
く

悔
し
さ
に
涙
勝
負
に
待
っ
た
な
し

老
い
仲
間
耳
が
遠
く
て
目
で
会
釈

納
屋
に
光
る
亡
母
の
笑
顔
と
糸
車

老
い
ふ
た
り
馬
鹿
と
正
直
凡
夫
婦

天
の
声
地
の
声
重
い
愛
が
あ
る

老
残
を
曝さ

ら

す
兆
し
に
耐
え
て
い
る

平
井　

惠
子

森　
　

和
女

高
橋　
　

一

下
山　
　

都

直
原　

茂
樹

竹
内　

由
子

大
西　

庄
三

中
務　

統
之

杉
本
美
智
子

軸
原　

朝
子

山
崎　

時
子

出
原　

敬
一

三
輪　

康
明

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

【
日　

時
】五
月
二
十
三
日（
土
）

　

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

【
場　

所
】中
央
図
書
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

　
「
朝
鮮
半
島
の
石
積
み
祭
祀
遺
跡
」

　

 

講
師
／
就
実
大
学
人
文
科
学
部　

賈カ 

鍾ジ
ョ
ン
ス壽　

教
授

【
主　

催
】熊
山
遺
跡
群
調
査・研
究
会

【
入
場
料
】無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
事
務
局
／
金
光　

久
子 

☎（
９
９
５
）０
２
４
５

「
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
」

総
会
記
念
講
演
会

●
図
書
館
司
書
に
感
謝

　

市
立
中
央
図
書
館
に
入
館
者
が
開
館
七

カ
月
あ
ま
り
で
十
万
人
を
超
え
た
と
の
こ
と
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
小
学
校
入
学
前
の
孫
娘
に
絵

本
や
昔
話
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
た
め
当

館
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、小
生
の
図
書

知
識
に
限
界
を
感
じ
思
い
切
っ
て
司
書
に
相

談
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、年
齢
や
読
書
力
を
勘
案
し
て

絵
本
や
本
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。今

年
一
月
か
ら
三
月
の
間
、毎
週
数
冊
の
図
書

を
借
り
て
は
返
却
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
回
、多
数
の
入
館
者
で
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
を
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
司
書
の

方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
陽
三
丁
目
／
上
田
安
行
）



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
サキサキサラダ

　３月１１日（水）、いわなし幼稚園でお別れ会がありました。この
会に熊山支部栄養委員も声をかけていただきました。園児の皆さ
んに「朝食をしっかり食べよう」の紙芝居を見てもらい、またカレ
ー作りを一緒にしました。
　試食のときには、今まで食べられなかった野菜をがんばって食
べている園児の姿もあり、ほほえましく思いました。試食の後には、
園児の皆さんの出し物を拝見させていただき、栄養委員も大変リ
フレッシュして、楽しいひとときを過ごすことができました。

◆材料（６人分）
　●鶏ささみ…１パック（３～４本）
　●白ねぎ…１束（３本）　●ザーサイ…１瓶（100㌘）
　●ゴマ油…大さじ１　●塩…少々

　［１人分栄養価：エネルギー７０㌔㌍／塩分２.３㌘］
　
◆作り方
①　塩少々を入れた湯で鶏ささみをゆで、ゆであがっ
　　たら、肉のすじを除き、細くさきます。
②　ザーサイ1瓶はみじん切りにします。
③　白ねぎは白い部分のみ使います。筒に４㌢から５
　　㌢の長さに切り分け、切り開き、中の芯を除き、白
　　い部分を千切りにします。
④　千切りにしたねぎとみじん切りのザーサイ、細く
　　さいた鶏ささみをボールで混ぜ合わせ、最後に
　　ゴマ油を入れ、全体になじませて出来上がりです。

　今月はとてもお手軽でおいしく低カロリ
ーなサラダのご紹介です。

（献立提供：熊山支部栄養委員会）
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こ
ん
に
ち
は
。私
た
ち
チ
ェ
リ
ー
☆
ス
タ
ー
☆
ト
ワ
ラ
ー
ズ
は
四
歳
か
ら

小
学
校
六
年
生
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
の
メ
ン
バ
ー
で
レ
ッ
ス
ン
に
励
ん
で
い

る
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
の
団
体
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
演

技
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
二
十
二
日
に
倉
敷
市
で
行
わ
れ
た
岡
山
県
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
ス

テ
ー
ジ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

バ
ト
ン
部
門
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

Ⅱ
で
チ
ー
ム
と
し
て
見
事
に

最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
は

心
身
を
磨
く
芸
術
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。個
人
種
目
と
し

て
挑
む
コ
ン
テ
ス
ト
や
検
定

で
は
、心
の
強
さ
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
土
曜
日
の

午
前
中
に
桜
が
丘
い
き
い

き
交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

で
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。興
味
の
あ
る
人
は
一
度

お
問
い
合
わ
せ
の
上
、お
気

軽
に
見
学
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
指
導
者
】

　

田
島
真
理

　
（
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド・バ
ト
ン・ト
ワ
ー
リ
ン
グ
協
会　

準
公
認
指
導
員
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

國
塩　

淳 

☎
０
９
０（
４
１
４
３
）６
５
６
４

赤
磐
市
の
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

チ
ェ
リ
ー
☆
ス
タ
ー
☆
ト
ワ
ラ
ー
ズ
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四
月
五
日（
日
）、吉
井
城
山
公
園
で「
第
二
十
二
回
城
山

公
園
祭
」が
行
わ
れ
、天
候
に
恵
ま
れ
て
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、踊
り
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、来
場
者
は
桜
と
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
各
テ
ン
ト
で
は
、す
し
、焼
き
そ
ば
、焼
き
鳥
な
ど
が
出
店

さ
れ
、買
い
求
め
た
人
た
ち
が
桜
の
下
で
お
花
見
気
分
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

桜
と
祭
り
を
満
喫

　
～
第
二
十
二
回
城
山
公
園
祭
～
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石
いし

の懸
か け ひ

樋に行ってみよう
石の懸樋環境整備を実施

　徳富地内の県指定重要文化財「石の懸樋」は
江戸時代に岡山藩郡代津

つ

田
だ

永
なが

忠
ただ

が手がけて造
った田原用水の水路橋です。
　昭和57年の小野田川改修の際、現在の場所
に移築保存されましたが、このたびその歴史的役
割や構造を市民の皆さんにより分かりやすく知っ
ていただくため、移築前の写真やイラストを載せた
解説板を設置しました。
　また、ベンチなどの休憩施設もあわせて環境整
備を行いましたので、一度訪ねてみください。

3月

4月

ま ち の わ だ い

河
本
英
輔
さ
ん
が
赤
磐
市
初
の
受
賞

農
業
簿
記
利
用
優
良
経
営
表
彰
で
優
秀
賞

　
第
十
六
回
農
業
簿
記
利
用
優
良
経
営
表
彰
事
業
で
農

業
士
の
河
本
英
輔
さ
ん（
鴨
前
）が
、赤
磐
市
初
の
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
は
、毎
年
全
国
で
三
、四
団
体
が
選
ば
れ
、岡
山

県
で
は
六
人
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
簿
記
利
用
優
良
経
営
表
彰
事
業
は
、農
業
経
営

の
改
善
・
発
展
の
た
め
に
農
業
簿
記
を
継
続
的
に
記
帳
し
、

そ
の
結
果
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
優
良
農
業
者
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。こ
の
賞
は
農
業
簿
記
の
利
用
の
重

要
性
を
広
く
紹
介
し
て
、農
業
経
営
者
を
育
成
し
、地
域

農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

培
っ
て
き
た
技
術
を
マ
ラ
ウ
ィ
で
生
か
し
た
い

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
安
井
副
市
長
を
表
敬
訪
問

　
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
浅

尾
兼
一
さ
ん（
沼
田
）が
出
発
あ
い
さ
つ
の
た
め
、市
役
所
に
安
井

副
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
浅
尾
さ
ん
は
、三
月
か
ら
二
年
間
、マ
ラ
ウィ
の
政
府
機
関
に
派

遣
さ
れ
、現
地
ス
タ
ッ
フ
に
建
設
機
械
に
関
す
る
技
術
指
導
を
行

い
ま
す
。

　「
三
十
九
年
間
、国
内
外
で
建
設
機
械
の
業
務
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。機
械
の
修
理
や
工
場
の
管
理
な
ど
の
指
導
を
行
い
、マ
ラ

ウ
ィ
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
力
強
く
抱
負
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

▲河本さんの桃畑の前で

▲新規に解説板が設置された石の懸樋

◀
安
井
副
市
長
と
握
手
を
交
わ
す
浅
尾
さ
ん
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交
通
事
故
防
止
目
指
し

「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」街
頭
啓
発
出
発
式
を
開
催

　
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、県
下
一
斉
に

「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
月
六
日（
月
）は
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
赤
坂
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
、街
頭
啓
発
活
動
の
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
交
通
安
全
関
係
者
な
ど
約
百
五
十
人
が
参
加
。

生
本
交
通
安
全
対
策
協
議
会
副
会
長
、村
山
赤
磐
警
察
署

長
が
出
発
に
向
け
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、交
通
安
全
推
進

員
が
飲
酒
運
転
根
絶
を
、高
齢
者
の
代
表
が
安
全
歩
行
を
、

環
太
平
洋
大
学
の
学
生
が
バ
イ
ク
の
交
通
安
全
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、白
バ
イ
を
先
頭
に
街
頭
啓
発
活
動
に
出

発
し
ま
し
た
。

▶
あ
い
さ
つ
を
す
る
生
本
副
会
長

▶
啓
発
物
品
を
配
布
す
る

　
交
通
安
全
関
係
者

　
第
四
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓
練
大

会
が
三
月
十
五
日（
日
）、赤
坂
フ
ァ
ミ

リ
ー
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ
、

赤
磐
市
消
防
団
四
方
面
隊（
山
陽
・
赤

坂
・
熊
山
・
吉
井
）の
精
鋭
二
十
一
チ
ー

ム
が
消
防
操
法
の
技
術
と
ス
ピ
ー
ド

を
競
い
ま
し
た
。

　
各
方
面
隊
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ

の
部
四
チ
ー
ム
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
の

部
十
七
チ
ー
ム
が
出
場
し
、日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

ま
し
た
。

　
な
お
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
優

勝
し
た
吉
井
方
面
隊
第
一
分
団
第
三
部

（
福
田
）は
、五
月
十
七
日（
日
）、岡

山
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
第

五
十
六
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

　
当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

◦
優
　
勝
／
山
陽
方
面
隊

◦
準
優
勝
／
吉
井
方
面
隊

◦
第
三
位
／
熊
山
方
面
隊

〈
最
優
秀
番
員
〉

◦
指
揮
者
／
樫
本
　
　
純

　
　
　
　
　（
山
陽
方
面
隊
）

◦
一
番
員
／
岸
本
　
英
之

　
　
　
　
　（
吉
井
方
面
隊
）

◦
二
番
員
／
末
藤
　
祐
一

　
　
　
　
　（
吉
井
方
面
隊
）

◦
三
番
員
／
加
藤
　
智
史

　
　
　
　
　（
山
陽
方
面
隊
）

◦
四
番
員
／
武
本
　
秀
之

　
　
　
　
　（
熊
山
方
面
隊
）

■
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

◦
優
　
勝
／
吉
井
方
面
隊

　
　
　
　
　
第
一
分
団
第
三
部

◦
準
優
勝
／
山
陽
方
面
隊

　
　
　
　
　
第
一
分
団
第
五
部

◦
第
三
位
／
熊
山
方
面
隊

　
　
　
　
　
第
三
分
団
Ａ

〈
最
優
秀
番
員
〉

◦
指
揮
者
／
中
原
　
哲
哉

　
　
　
　
　（
吉
井
方
面
隊
）

◦
一
番
員
／
井
上
　
雅
晶

　
　
　
　
　（
吉
井
方
面
隊
）

◦
二
番
員
／
中
原
　
悟
史

　
　
　
　
　（
吉
井
方
面
隊
）

◦
三
番
員
／
平
井
　
大
三

　
　
　
　
　（
吉
井
方
面
隊
）

技
術
と
タ
イ
ム
！

　
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
う
！

消
防
操
法
訓
練
大
会
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　

▲小型動力ポンプの部 ▲自動車ポンプの部
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▼
い
よ
い
よ
平
成
二
十
一
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

▼
広
報
担
当
も
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

「
え
む
」
は
そ
の
ま
ま
残
り
「
テ
ィ
」
が
去

っ
て
新
し
く「
ア
ー
ル
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

今
年
一
年
こ
の
二
人
で「
広
報
あ
か
い
わ
」

が
皆
さ
ん
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
木
々
や
花
々
も
春
の
装
い
に
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。花
と
い
え
ば
、隣
の
岡
山
市

で
は「
緑
化
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。皆
さ
ん
は
も
う
行
か
れ
ま
し
た
か
。先

日
、私
は
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。予
想
以
上
に
た
く
さ
ん
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。会
場
内
を
散
策
し
て

み
る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
花
々
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
咲
い
て
い
て
、あ
ま
り
に
き
れ

い
だ
っ
た
の
で
持
っ
て
い
た
カ
メ
ラ
で
写
真

に
収
め
て
回
り
ま
し
た
。「
ま
だ
行
っ
て
な

い
」
と
い
う
人
は
一
度
行
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

（
ア
ー
ル・
え
む
）

編

集

後

記

交
通
安
全
願
い
点
灯

市
役
所
入
り
口
信
号
機
稼
動
開
始

　
三
月
二
十
五
日（
水
）、赤
磐
市
役
所

入
り
口
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
、高
屋

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、下
市
地

区
交
通
安
全
推
進
員
、赤
磐
警
察
署
な

ど
関
係
者
約
五
十
人
の
参
加
に
よ
り
点

灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
赤
磐
警
察
署
交
通
課
長
、赤

磐
市
副
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
。そ

の
後
、高
屋
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
が

交
通
安
全
を
願
い
信
号
機
の
ス
イ
ッ
チ

を
押
し
、点
灯
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
安
全
を
確
認
し
、道
路
を

横
断
し
ま
し
た
。

◇
三
宅
多
喜
子
さ
ん（
光
木
）

　
三
月
十
八
日（
水
）、篠
田
副
市
長
ら
が
二
十

日
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
三
宅
多
喜
子
さ
ん
を
、

息
子
の
政
士
さ
ん
夫
婦
と
暮
ら
す
自
宅
へ
お
尋

ね
し
ま
し
た
。

　
三
宅
さ
ん
に
は
市
と
県
か
ら
記
念
品
が
贈
ら

れ
、副
市
長
が
花
束
を
渡
す
と
、「
こ
ん
な
に
長

生
き
で
き
た
の
は
夢
の
よ
う
で
す
」と
、何
度
も

頭
を
下
げ
な
が
ら
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
久
米
南
町
出
身
の
三
宅
さ
ん
は
、昭
和
三
年

に
結
婚
。夫
と
牛
の
飼
育
や
豆
の
栽
培
を
し
な

が
ら
三
男
二
女
を
育
て
ま
し
た
。現
在
で
は
、テ

レ
ビ
で
相
撲
や
国
会
中
継
を
見
る
の
が
楽
し
み

だ
そ
う
で
す
。

　
長
生
き
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、好
き

嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
、天
気
の
良
い
日
に
は
散

歩
を
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。ま
た
、毎
日
必
ず

梅
干
し
を
食
べ
て
お
り「
皆
さ
ん
も
梅
干
し
を
食

べ
て
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う

◇
渡
邊
五
六
さ
ん（
殿
谷
）

　
三
月
十
三
日（
金
）、篠
田
副
市
長
ら
が

十
五
日
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
渡
邊
五
六

さ
ん
を
、息
子
の
良
二
さ
ん
夫
婦
と
暮
ら
す

自
宅
へ
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

　
渡
邊
さ
ん
に
は
市
と
県
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
、副
市
長
が
花
束
を
渡
す
と
、「
遠
い

と
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
、何

度
も
お
礼
を
言
い
笑
顔
で
受
け
取
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
岡
山
市
出
身
の
渡
邊
さ
ん
は
、学
校
卒
業

後
親
が
経
営
す
る
会
社
を
継
ぎ
、豆
す
り
機
、

洗
車
機
な
ど
を
製
造
。関
連
す
る
機
器
の
特

許
も
多
数
あ
る
そ
う
で
す
。現
在
で
も
社
長

を
務
め
会
社
経
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、好

き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
、体
を
動
か
し
、姿

勢
を
良
く
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。ま
た
、毎

日
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
研
究
し
、現
在
は
ど

う
す
れ
ば
百
五
十
歳
ま
で
長
生
き
で
き
る
か

を
研
究
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

▶
信
号
機
が
点
灯
し
安
全
に
横
断
歩
道
を

　
渡
る
参
加
者

▲笑顔で祝福を受ける三宅さん

▼うれしそうに花束を受け取る渡邊さん
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至 石蓮寺

至 万富

至 沢原

土井遺跡

山陽東小

桜が丘小

桜が丘中

ネオポリス

弥上古墳

◀
波
状
文
の
あ
る
陶
棺
片（
八
ツ
塚
古
墳
群
）
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■
陶と

う
か
ん棺

　
― 

弥
上
～
可
真
地
区
の
古
墳 

―

　
陶
棺
は
、古
墳
時
代
に
用
い
ら
れ

た
棺ひ

つ
ぎ
の
一
種
で
す
。そ
の
名
の
と
お

り
焼
き
物
の
棺
で
、古
墳
時
代
で
も

後
期
、横
穴
式
石
室
の
普
及
と
と

も
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。今
か
ら
約

千
三
百
年
か
ら
千
四
百
五
十
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
す
。

　
陶
棺
は
全
国
で
七
百
例
近
い
出

土
例
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、特
に

岡
山
県
で
の
出
土
が
七
十
五
㌫
を

占
め
る
遺
物
で
す
。県
内
で
も
、美

作
や
備
前
東
部
地
域
に
集
中
す
る

傾
向
が
あ
り
、そ
こ
に
位
置
す
る
赤

磐
市
で
も
多
く
出
土
す
る
資
料
の一

つ
で
す
。さ
ら
に
、陶
棺
に
は
蓋ふ

た

が
ド

ー
ム
状
に
な
る
亀き

っ
こ
う
が
た

甲
形
と
、屋
根
の

形
の
蓋
を
も
つ
家い

え
が
た形
の
二
種
類
の
タ

イ
プ
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
時
間
的

経
過
の
中
で
少
し
ず
つ
変
化
が
見

ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、弥
上
か
ら
可
真
周
辺

の
古
墳
か
ら
は
亀
甲
形
陶
棺
の
古

い
タ
イ
プ
の
一
群
が
集
中
し
て
出
土

し
て
お
り
、陶
棺
の
変
遷
を
考
え
る

上
で
重
要
な
一
地
域
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
例
が
弥
上
古
墳
出
土
の

陶
棺
で
す
。弥
上
古
墳
は
尾
坂
峠

の
北
斜
面
上
に
立
地
し
た
全
長
約

三
十
㍍
の
前
方
後
円
墳
で
、そ
の

横
穴
式
石
室
に
亀
甲
形
陶
棺
が

安あ
ん
ち置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。陶
棺
に
は

細
い
粘
土
帯
が
格こ

う
し
じ
ょ
う

子
状
に
貼
り
付

け
ら
れ
て
お
り
、上
か
ら
見
る
と
亀

の
甲こ

う
ら羅

の
よ
う
で
す
。ま
た
、底
部

に
は
円
筒
形
の
脚き

ゃ
く

が
何
本
も
並
び

イ
モ
ム
シ
の
よ
う
な
形
に
も
見
え
ま

す
。

　
同
じ
弥
上
地
内
の
畑は

た

古
墳
の
横

穴
式
石
室
に
も
三
基
の
陶
棺
が
安

置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、す
べ
て
古

い
タ
イ
プ
の
亀
甲
形
陶
棺
で
す
。う

ち
一
基
に
は
波は

じ
ょ
う
も
ん

状
文
と
呼
ば
れ
る

文
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。可
真
上

の
八
ッ
塚
古
墳
群
で
も
、波
状
文
を

も
つ
陶
棺
片
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
外
面
に
こ
の
よ
う
な
波
状
文
を

も
つ
陶
棺
の
出
土
は
全
国
的
に
も

多
く
な
く
、ま
た
古
い
タ
イ
プ
の
陶

棺
が
弥
上
か
ら
可
真
地
区
の
限
ら

れ
た
範
囲
で
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
。こ
の
波
状

文
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
よ
う

な
陶
棺
が
可
真
上
の
土ど

い井
遺い

せ
き跡

の

窯か
ま

で
焼
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、付
近

の
古
墳
に
供
給
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。土
井
遺
跡
の
窯
で
は

埴は
に
わ輪

も
焼
か
れ
て
お
り
、こ
の
辺
り

が
埴
輪
な
ど
を
生
産
す
る
工
人
の

集
団
が
居
住
し
た
特
別
な
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
が
、古
い
タ
イ
プ
の
陶

棺
を
埋ま

い
の
う納

し
た
古
墳
が
集
中
す
る

一つ
の
要
因
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、弥
上
古
墳
出
土
の
陶
棺

は
総
社
市
の
岡
山
県
立
吉
備
路
郷

土
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
）

▲弥上古墳出土の陶棺（左上の蓋は中を見るため取ってあります） ▲弥上古墳出土の陶棺（短辺側から）
＜岡山県教育委員会所蔵＞
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